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1 はじめに 

本書は「eeyesMini」の取り扱いについて説明したものです。 

 

2 ご注意 

⚫ 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止します。 

⚫ 本書の内容について、将来予告なしに変更することがあります。 

 

3 商標および登録商標について 

⚫ Microsoft Windows® は、米国および他の国における米国マイクロソフト社の登録商

標です。 

 

4 クレジットについて 

⚫ Icon made by Creaticca Creative Agency, Freepik, mynamepong, Pixel Buddha, 

Roundicons, Smashicons, Twitter, Vectors Market from www.flaticon.com. 

 

5 本ソフトで利用している表示フォントについて 

本ソフトでは表示フォントに以下のフォントを使用しています。 

⚫ BIZ UD ゴシック、BIZ UD 明朝 ©Morisawa Inc. 

 

本ソフトでは SIL Open Font License 1.1 のもと表示フォントに以下のフォントを使用

しています 

⚫ コーポレート明朝 ©LOGOTYPE.JP ©Copyright 2017 Adobe Systems Incorporated 

⚫ はちまるポップ、クレーＯｎｅ、Zen Kurenaido、Zen Old Mincho、Zen Maru 

Gothic、Zen Kaku Gothic Antique、Noto Serif Japanese ©google  
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7 ご使用の前に 

本書をお読みいただき、正しくお使い頂きますようお願いいたします。お読みになった

後は、必要なときにご確認頂けるよう、保管してください。 

 

7.1 入力に用いる機器の用意 

eeyesMini は本体および付属の専用スイッチケーブルで構成されます。eeyesMini では入

力用の機器として別売りのスイッチをご利用頂けますので、ご利用者の状況に合わせて必

要な入力機器を予めお買い求めください。 

 

種類 ご利用頂ける製品について 

スイッチ 
ON と OFF が３．５ｍｍピンジャックへ出力でき

るスイッチがご利用頂けます。 

 

7.2 eeyesMini を設置するための用意 

eeyesMini を上手にご利用頂くために、ユーザーから eeyesMini が見やすく操作がしや

すい位置に設置する事が必要となります。オーバーテーブルや意思伝達装置用の固定具な

ど、前もってご用意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

意思伝達装置用の固定具 

 

オーバーテーブル 
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7.3 入力機器の接続 

eeyesMini をご利用頂く場合は、スイッチケーブルを本体の USB ポートに接続し、別売

りのスイッチをスイッチケーブルに差し込んで接続してください。 

 また、タッチ入力を行うときは、タッチパネルが有効であるものを用いてください。 

7.4 eeyesMini の設置 

eeyesMini をご利用頂く場合は、スイッチによる入力がしやすく、ユーザーから eeyesMini

のディスプレイが見やすい位置に設置してください。 

 

7.5 eeyesMini の起動 

eeyesMini の電源ボタンを押し、しばらくお待ち頂くと自動でご利用頂ける状態になりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.6 eeyesMini の終了 

eeyesMini の終了パネルを選択する事で、eeyesMini の電源を OFF にする事が出来ます。

詳細な手順につきましては、「8.22 終了画面」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

終了パネル 
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【重要】 

起動時にスイッチ入力が反応しない場合は次の手順で対処してください。 

・本体から、USB 変換コネクタをスイッチケーブルと共に引き抜いて差し直す。 

・USB 変換コネクタから、スイッチケーブルだけ引き抜いて差し直す。 

 

 

8 ご使用方法 

eeyesMini のご使用方法について記載します。 

 

8.1 画面上に表示される要素 

eeyesMini 画面上に表示される部位の名称については、以下の通りです。本取扱説明書

を参照頂く際に、あわせてご確認ください。 

 

 

 

各種部品の概要は以下の表のとおりです。 

部位 説明 

介護者用メニュー

表示ボタン 

タッチまたはクリックする事により、介護者用メニューを表示

します。 

メッセージパネル 
入力された文字や絵文字が表示されます。最大１５０字まで一

度に入力する事ができます。 

 

文字盤 

メッセージパネル 介護者用メニュー表示ボタン 

パネル 

インジケータ 

キャレット 
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部位 説明 

文字盤 
ひらがな、英数字、気持ちと体（絵文字）、物と操作（絵文字）、

環境制御の文字盤の５つの文字盤を選んで入力できます。 

パネル 
文字盤を構成する要素です。このパネルを入力する事により対

応する文字の入力や機能が実行できます。 

キャレット この位置で文字を入力します。 

カーソル 

パネルを選択するための位置を示します。入力したいパネルを

カーソルに合わせると文字が入力できます。スキャン入力の場

合は表示されません。 

マーカー 

パネルがカーソルに重なると表示されます。アイトラッカー

による入力の場合は、決定までの残り時間を表示します。ス

キャン入力の場合は表示されません。 

変換対象 

メッセージパネルに表示される水色の文字です。変換パネル

を選択した際に、この部分が変換されます。文字色は設定で

変更することができます。 

確定文字 
メッセージパネルに表示される白色の文字です。この文字は

変換されません。 
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8.1.1 インジケータの表示 

インジケータは eeyesMini の状態について表示する部位となります。表示されるアイコ

ンとその意味について以下の表のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.1.2 文字盤上のパネル 

文字盤上のパネルは背景の色により異なる役割を持っています。背景の色とその役割に

ついては以下の表のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アイコン 説明 

 マウス操作モードや設定でクリック／スイッチ入力を有効に

している場合など、クリック／スイッチでの入力を受け付け

ている際に表示されます。 

 マウス操作モードなど、トラックパッドやタッチパネル（タッ

チパネル対応の製品のみ）による操作を受け付けている場合

に表示されます。 

アイコン 説明 

白・水色 
文字の入力や即時発声による意思伝達に用いるパネルとなり

ます。ひらがな、英数字、絵文字などが入力できます。 

黄色 
eeyesMini の設定などの機能を使う場合に用いる操作系パネ

ルです。画面の下方に集中して配置してあります。 

緑色 

環境制御に用いるパネルです。赤外線リモコンの信号発信や、

スマートスピーカーに対する指示の発声を行うことができま

す。 
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8.1.3 変換対象の文字列 

メッセージパネル上に表示される変換対象の文字色は、以下の 5 色から選択することが

できます。文字色は設定画面で変更可能です。詳しくは「9 各種設定」を参照してください。 

 

・水色（設定『未確定の文字色』＝0）     ・赤色（設定『未確定の文字色』＝3） 

 

 

・黄色（設定『未確定の文字色』＝1）     ・緑色（設定『未確定の文字色』＝4） 

 

 

・薄緑色（設定『未確定の文字色』＝2） 
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8.2 入力方式 

eeyesMini ではスイッチによるスキャン入力と、タッチパネルのタッチによる直接入力の

２つの方式で入力する事ができます。ユーザーの状況により設定画面上からどちらかを選

択して意思伝達や環境制御を行います。 

また、eeyesMini の初期設定はスキャン入力になっています。タッチパネルのタッチによ

る直接入力をしたい場合は、タッチ入力を ON にする必要があります。この設定方法は「9

各種設定」をご参照ください。 

 

8.2.1 スイッチによるスキャン入力（自動選択・手動決定） 

文字盤上を自動で走査する走査マーカーをスイッチで操作する事により、入力したい文

字を選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面部位 説明 

走査位置 
画面上を自動で移動します。縦横軸それぞれでスイッチ

入力を行う事により、入力したい文字を決定します。 

走査開始位置 

走査マーカーの出現位置と操作方向を示します。 

左上：横方向は左から右、縦方向は上から下に走査 

左下：横方向は左から右、縦方向は下から上に走査 

右上：横方向は右から左、縦方向は上から下に走査 

右下：横方向は右から左、縦方向は下から上に走査 

また、この三角形の向きによって、初めに走査する方向が

示されます。 

走査開始位置 

走査位置 

横方向反転 
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スキャン入力は、以下の手順で行います。 

手順 画面 解説 

１ 

 

初めに行を選択

します。走査位置

が選びたいパネ

ルのある位置に

来たらスイッチ

を操作して決定

します。 

２ 

 

次に、行内でパネ

ルの位置を決定

します。スイッチ

を押したときの

パネルが、選択さ

れ、そのパネルの

処理が実行され

ます。 

 

  

▲▼：初めに縦方向の走査を行います。 

▶◀：初めに横方向の走査を行います。 

縦方向反転 
縦方向反転パネルを選択することにより、走査開始位置

の上下が入れ替わり、走査位置の移動方向が反転します。 

横方向反転 
横方向反転パネルを選択することにより、走査開始位置

の左右が入れ替わり、走査位置の移動方向が反転します。 
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手順 画面 解説 

３ 

 

パネル選択後、選

択したパネルの

行から走査を再

開します。（この

図では、「た」の行

から走査が始ま

ります。） 

 

４ 

 

また、文字盤の走

査は２周すると

一旦停止します。

スイッチ入力で、

その行から選択

の操作をやり直

します。 

 

５ 

 

この図のように、

初めに縦方向の

走査を行うこと

もできます。走査

方向の順番は設

定画面で変更で

きます。(設定画

面については「9 

各種設定」をご参

照ください。) 

 

変換候補パネルや定型文の選択など、文字盤以外の画面についても縦横それぞれでスイ

ッチを操作する事によって対象を選択しますが、これらの画面では走査方向の変更を次の

通り縦方向反転パネルを選択する事によって行います。縦方向反転パネルは一定間隔で現

れるので、選択したい対象を行き過ぎてしまった場合などに利用すると、入力時間の節約が

可能となります。 
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画面部位 説明 

縦方向反転 

パネル 

縦方向反転パネルでスイッチを押す事により、走査方向

の上下が反転します。 

縦方向反転パネル 
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8.2.2 スイッチによるスキャン入力（手動選択・手動決定） 

設定画面でスキャン入力方法を 1 にすると、2 つのスイッチによる手動選択・手動決定ス

キャン入力になります。2 つのスイッチは、決定スイッチと選択スイッチで、この時の入力

は以下の手順で行います。 

手順 画面 解説 

1 

 

初めに行を選択

します。選択スイ

ッチを押して選

択範囲を移動さ

せます。 

2 

 

目標の行が選択

中に決定ボタン

を押すことで、そ

の行内のパネル

の選択に移りま

す。 

3 

 

行の選択と同様

に選択スイッチ

で移動し、決定ス

イッチでパネル

を決定します。パ

ネルを決定後、パ

ネルの位置から

行選択を行いま

す。 
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変換候補パネルや定型文の選択なども同様に、選択スイッチで選択を変更、決定スイッチ

で選択したパネルに決定します。 

 

注）選択スイッチおよび選択スイッチ用のスイッチケーブルは別売りです。 
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8.2.3 スイッチによるスキャン入力（手動選択・自動決定） 

設定画面でスキャン入力方法を２にすると、 スイッチ １つ の手動選択・自動決定 にな

ります。 ここでの入力手順は以下のようになります。 

手順 画面 解説 

1 

 

初めに行を選択

します。選択スイ

ッチを押して選

択範囲を移動さ

せます。 

2 

 

スイッチを押す

とプログレスサ

ークルが表示さ

れます。輪が欠け

ているときにス

イッチを押すと

選択範囲が移動

します。 

3 

 

プログレスサー

クルが完全な円

になると決定さ

れ、その行のパネ

ルの選択に移り

ます。 
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手順 画面 解説 

4 

 

パネルの選択は、

行の時と同様に

スイッチを押す

ことで変更しま

す。 

5 

 

プログレスサー

クルが円になっ

た時、そのパネル

に決定します。 

 

変換候補パネルや定型文の選択なども同様に、スイッチを押して選択を変更、時間経過 

で選択したパネルに決定します。 

この時、文字パネルの選択時間と選択開始時間は設定画面で変更可能です。詳しくは 

「9 各種設定」を参照してください。 

  



 

- 23 - 

8.2.4 タッチによる直接入力（移動文字盤） 

設定画面でタッチ入力を ON、文字盤の動作を２にすると移動文字盤での直接指定入力に

なります。画面上のユーザーの指の位置の情報により、文字盤を直接動かして入力する事が

可能となります。 

 

部位 説明 

カーソル 
パネルを選択するための位置を示します。入力したいパネルを

カーソルに合わせると文字が入力できます。 

プログレス

サークル 

パネルがカーソルに重なると表示されます。スイッチを用いな

い決定方法では、決定までの残り時間を表示します。 

 

 

直接指定入力の場合は次の２つのステップで文字を入力していきます。 

 

１）入力したいパネルを選択する 

ユーザーがカーソルの外側をタッチすることで、タッチした方向へカーソルが移動

します。カーソルは画面中央に固定されているので、文字盤が移動方向と逆向きに動

いているように見えます。ユーザーが入力したいパネルがカーソル内に入ったら、カ

ーソル内に指を動かすことで、カーソルの移動を止めます。カーソルの位置に到着し

たらパネルの決定に移ります。 

プログレス 

サークル 

カーソル 
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移動中 選択中 

 

２）入力したいパネルを決定 

ユーザーが入力したいパネルをタッチし続けることにより、プログレスサークルが表

示されます。設定画面でクリック／スイッチの利用を ON にしている場合は、プログ

レスサークルが円で表示され、スイッチにより文字を決定する事ができます。OFF の

場合は、タッチし続ける事により、プログレスサークルが伸びていき、円弧から円にな

ったら文字が決定されます。選択中に画面から指を話すと選択状態がキャンセルされ

ます。 

  

パネル選択（スイッチ利用：OFF） パネル選択（スイッチ利用：ON） 
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8.2.5 タッチによる直接入力（固定文字盤） 

設定画面でタッチ入力を ON、文字盤の動作を１にすると固定文字盤での直接指定入力に

なります。画面上のユーザーの指の位置の情報により、パネルを直接選択して入力する事が

可能となります。 

 

部位 説明 

カーソル タッチされているパネルに表示されます。 

プログレス

サークル 

カーソルが表示されたパネルをタッチし続けることで表示さ

れます。スイッチ決定が OFF のときは、決定までの残り時間を

表示します。 

 

直接指定入力の場合は次の２つのステップで文字を入力していきます。 

 

１）入力したいパネルを選択する 

ユーザーが入力したいパネルをタッチする事により、そのパネルの位置にカーソル

が表示されます。カーソルが表示されたパネルをタッチし続けることで決定に移り

ます。 

 

２）入力したいパネルを決定 

ユーザーが入力したいパネルをタッチし続ける事により、プログレスサークルが表

示されます。設定画面でクリック／スイッチの利用を ON にしている場合は、プロ

グレスサークルが円で表示され、スイッチにより文字を決定する事ができます。OFF

の場合は、パネルをタッチし続ける事により、プログレスサークルが伸びていき、円

弧から円になったら文字が決定されます。選択中のパネルから指をはなすと選択が

キャンセルされます。 

プログレス 

サークル 

カーソル 
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パネル選択（スイッチ利用：OFF） パネル選択（スイッチ利用：ON） 

 

※パネル表示切替 

発声履歴・定型文画面など、１画面に入り切らない画面では、以下のようにして、画

面の表示を切り替えることができます。 

画面上に表示する位置を下方に移動させる場合：画面の下の縁をタッチ 

画面上に表示する位置を上方に移動させる場合：画面の上の縁をタッチ 
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8.2.6 タッチによる直接入力（固定文字盤の拡大表示） 

設定画面でタッチ入力を ON、文字盤の動作を３から６にすると拡大表示する固定文字

盤での直接指定入力になります。このとき、次のステップに従って決定してください。ま

た、個々のパネルや拡大領域の選択、決定は通常の固定文字盤と同様に行います。 

１）パネルを拡大する領域を選択します。選択した位置にオレンジの枠があり、この枠の

中のパネルを拡大します。以下は画面中央（「へ」）を選択したときの各設定での拡大

枠の表示です。 

  

文字盤の動作：３（画面４分割） 文字盤の動作：４（画面６分割） 

  

文字盤の動作：5（画面 8 分割） 文字盤の動作：6（画面 9 分割） 

 

２）拡大表示されたパネルの中から、目標のパネルを選択します。以下は画面６分割時の

ものです。明るく表示されている拡大されたパネルから、入力するパネルを選んでく

ださい。 
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３）濁音・半濁音・小書きの選択を OFF にしているときは、文字入力の決定は選択した

パネル以外をタッチすることで行います。それ以外はパネルを選択した時点で決定さ

れます。 

 

４）濁音・半濁音・小書きの選択が ON の時の文字パネルや、機能パネルの拡大パネルを

選択した場合、拡大パネルを消し、選択した内容を実行します。その後、拡大領域の

選択に戻ります。 

 

５）拡大パネルの外の暗い部分をタッチすることで、拡大パネルを消し、拡大する領域の

選択からやり直すことができます。 

 

６）拡大パネルのサイズは設定画面で設定できます。設定値が０の時が最小で元のパネル

の１．５倍のサイズで表示されます。５のとき最大で、文字盤と一致するサイズにな

ります。 

  

拡大パネルのサイズ：０ 拡大パネルのサイズ：５ 

 

７）拡大パネルの選択時間と選択開始時間は、通常の文字盤と独立して設定できます。こ

れらの設定は設定画面で行うことができます。 

 

８）拡大パネルが表示されているときにショートカットキー入力を行うことで、拡大パネ

ルの選択時間とパネルのサイズを変更できます。詳しくは「10 介護者向け機能」を

ご参照ください。 
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8.2.7 休憩を促す画面表示 

一定時間利用すると、休憩を促す休憩マークが表示されます。休憩パネルの選択で休憩マ

ークは非表示となります。休憩マーク表示までの時間および休憩マーク表示の可否は、設定

画面で変更することができます。詳しくは「9 各種設定」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2.8 カーソルの着色 

スキャン入力・タッチによる固定文字盤入力の場合、選択範囲上に表示される枠状のカ

ーソルについて、カーソル内に着色をすることでカーソルの位置を視認しやすくすること

ができます。カーソルの着色の有無は、設定画面で変更可能です。詳しくは「9 各種設

定」を参照してください。 

 
着色あり 

 
着色なし 
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8.2.9 スイッチ判定に関する設定 

スイッチを押下するタイミングがうまく取れない方や、手が震えてうまくスイッチを押

すことのできないといった方に向けて、スイッチの入力判定に関する設定を行うことがで

きます（設定方法については、「9 各種設定」をご確認ください）。 

 

・スイッチの決定時間 

スイッチを押し続ける時間を設定することができます。スイッチの押上げに時間がかか

る人向けの設定となります。スイッチを押下している間は文字盤のカーソルの動きは止ま

ります。押上げに時間がかかることによって、スイッチ押下のタイミングを逃すといった

ことを防ぐことができます。 

 

 

・スイッチの抑止時間 

決定と判定されてから一定時間スイッチの判定を無効にする設定です。手が震えるなど

で意図せずスイッチを複数回押してしまう方向けの設定となります。スイッチを抑止して

いる時間中はカーソルの動きが止まります。意図せず複数回押すことで、選ぶはずのなか

ったパネルを何度も選んでしまうといった事象を防ぐことができます。 
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・スイッチの遅延補正 

スイッチ入力時のカーソルの位置をずらすことができます。スイッチを押すタイミング

が遅れてしまう方向けの設定となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スイッチリピート 

スイッチを長押しすることで、連続選択することができます。スイッチを押す回数を減

らしたい方向けの設定となります。 
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8.3 濁音・半濁音・小書き文字、大文字・小文字の入力 

ひらがなやアルファベットのパネルは、選択すると濁音・半濁音・小書き文字（ひらがな

の場合）や大文字・小文字（アルファベットの場合）に加え、文字入力のキャンセルが選べ、

スピーディに入力ができます。パネル上に選択したい文字が表示されたら、別のパネルを選

択すると確定されます。スイッチ入力時は、スイッチを押すことで選択する文字を変更でき

ます。 

濁点等の切り替えを行っているとき、パネルの右上に水色の矢印が表示されます。この

表示を消す条件は、次のとおりです。スクロール状態の場合は他の文字パネルを画面中央

に吸着させる、固定画面の場合は別のパネルを選択する、となります。 

 

 

 

 

 

 

濁音・半濁音・小書き文字については、青色のパネルを選択することでも入力ができます。

ご利用しやすい方法で文字を選択ください。 

 

＜濁音（ぶ）を入力したい場合＞  ＜半濁音（ぷ）を入力したい場合＞ 

 

 

 

 

文字の選択肢の表示方法は、選択すると表示される文字が変化する方法のほかに、一度に

すべての選択肢を表示し、その中から選択する以下の図のような方法もあります。 

また、パネル切り換えの抑止を ON にするとこで、タッチし続けることでパネルを自動

的に切り替えることを抑止することができます、 

これらの設定は設定画面で切り替えることができます。設定画面については「9 各種設定」

をご参照ください。 
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また、「←」の入力キャンセルパネルを選択することで、その文字の入力を取り消すこと

ができます。このとき、文字は何も追加されません。入力キャンセルの表示、非表示の切り

替えは、設定画面で行うことができます。設定画面については「9 各種設定」をご参照くだ

さい。 

 

8.3.1 スキャン入力時の連続切替処理 

スキャン入力時の濁点等の連続決定による変更は以下のようになります。 

① 自動選択、スイッチ決定 

決定後、一定時間以内にスイッチを押すことで濁点などの表示を切り変えます。一定

時間が経過すると、入力内容を確定し、選択の初期状態に戻ります。 

② ２スイッチ 

パネル決定後、選択スイッチを押すことで切り替えます。この状態で決定スイッチを

押すと、入力内容を確定し、選択の初期状態に戻ります。 

③ スイッチ選択、自動決定 

パネル決定後、プログレスサークルが表示されます。プログレスサークルが完全な円

になるとパネルを切り替えます。プログレスサークル表示中にスイッチを押すこと

で入力内容を確定し、選択の初期状態に戻ります。 
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8.4 絵文字の入力 

操作系文字盤の絵文字を選択することで、それぞれの絵文字入力の文字盤が表示されま

す。また、以下の表のようにそれぞれの絵文字を組み合わせて使用することが可能です。 

文字盤でパネルを選択すると、そのパネルの絵文字がメッセージパネルに表示されます。

この状態で「発声」パネルを選択すると、選択したパネルに表示されている文字の内容を発

声します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の絵文字を組み合わせることで素早く要件を伝えたり、細かいニュアンスを伝えた

りする事が可能となります。 

メッセージパネル入力例 発声内容 

 
寒いです エアコン 温度を上げる 

 
足 伸ばす 
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8.5 即時読み上げパネルの入力 

即時読み上げパネルは、規定の文言を発声します。ここで選択した内容は文章パネルに反

映されないので、続けて文章の編集を行うことができます。以下に、スキャン入力時の各文

字盤を示します。図の赤枠のパネルが即時読み上げパネルです。 

 

    

かな文字盤                      英数字文字盤 

 

8.6 キャレットの操作パネル 

上の図の青枠はキャレット操作パネルです。このパネルを選択するとキャレットを操作

することができます。詳しい内容は、「8.7 操作系パネルの入力」、「8.8 長文入力とキャレ

ット操作」をご参照ください。 
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8.7 操作系パネルの入力 

操作系のパネルの選択方法は、文字系パネルと同様に選択すると選択できます。また、操

作系のパネルはひらがな、英数字、絵文字のどのパネルでも共通で表示されます。操作系の

各パネルの機能については、以下をご確認ください。 

 

アイコン パネル名称 説明 

 
気持ちと体 文字盤を絵文字（気持ちと体）に切り替えます。 

 
物と操作 文字盤を絵文字（物と操作）に切り替えます。 

 
英数字 文字盤を英数字に切り替えます。 

 
ひらがな 文字盤をひらがなに切り替えます。 

  
漢字変換 入力した文字列を変換します。 

  
予測変換 

予測変換の候補から対象を選択します。このパネルは文字盤

編集機能から追加が可能です。 

 
除助詞変換 

頭の１文字を抜いて変換します。このパネルは文字盤編集機

能から追加が可能です。 

 
発声履歴 発声した文字列の履歴を表示します。 

 
メモと定型文 メモと定型文を表示します。 

 
メモ編集 メモの編集を行います。 

 
文の退避 

文字の入力中に、吸引など別の要件を伝えたい場合に用いま

す。入力中の文字列を一時退避し、別の要件を伝えた後に、再

度選択することで、入力中だった文字列を復帰させます。 

 
全消去 入力した文字列をすべて消去します。 

 
1 文字消去 入力した文字列の最後の１文字を消去します。 

 
発声 入力した文字列を発声し、読み上げます。 
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アイコン パネル名称 説明 

 
印刷 

入力した文字列をプリンタに出力し、印刷します。このとき、

絵文字は対応する文字列へ変換されます。 

 
画像閲覧 メールに添付された画像を拡大表示します。 

 
一時停止 一時停止状態の切り替えを行います。 

 
環境制御 環境制御用画面を表示します。 

 
設定 設定画面を表示します。 

 
休憩 

休憩画面を表示します。画面の４隅か画面外を見ると復帰し

ます。 

 

鳴らす/ 

止める 

緊急呼び出し：ブザーが鳴り続けます。このパネルをもう一度

選択するか、画面を変更すると鳴りやみます。 

 
終了 eeyesMini を終了します。 

 

 
明るさ調整 

画面の明るさの増減ができます。このパネルは文字盤編集機

能から追加が可能です。画面を明るくします。 

 

 
音量調整 

音量の増減ができます。このパネルは文字盤編集機能から追

加が可能です。画面を暗くします。 

 

 
汎用文字盤 

任意の文字盤を表示できます。このパネルは文字盤編集機能

から追加が可能です。 

 

 
イメージ 

任意の画像をパネルに表示できます。このパネルは文字盤編

集機能から追加が可能です。 

 
時刻記入 

現在の時刻を記入して未変換部分を確定します。このパネル

は文字盤編集機能から追加が可能です。【Ver1.11B で追加】 

 
日付記入 

現在の日付を記入して未変換部分を確定します。このパネル

は文字盤編集機能から追加が可能です。【Ver1.11B で追加】 
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アイコン パネル名称 説明 

  
方向反転 選択することで、スキャンの方向を反転させます。 

 

移動 キャレットを移動します。 

  
先頭・末尾 キャレットを文章の先頭・末尾に移動します。 

 

コピー 

（範囲選択） 
文章のコピーする範囲選択を開始します。 

 
コピー 

（範囲確定） 

範囲選択中にコピー（範囲選択）パネルの代わりに表示されま

す。選択することで、コピー範囲を確定し、その部分をコピー

します。 

 
ペースト コピーした文字をキャレットの位置に貼り付けます。 

 
改行 

変換対象の文字があるときは、変換対象を確定文字にします。

変換対象がないときはキャレットの位置で改行します。 
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8.8 長文入力とキャレット操作 

（１） 長文の表示 

eeyesMini の文章パネルは１行全角２０～４０字となっています。文章が１行のときは

文章パネル中央に表示され、２行以上では左上詰めで表示されます。文章パネルに収まら

ない長さの文章は、パネルに表示されている部分以外はかくされています。キャレットを

移動させることで、表示内容をスクロ―ルできます。表示内容がどの位置かについては文

章パネル右側のスクロールバーで確認できます。 

また、１行の文字数は設定画面の文字の大きさで変更でき、以下のようになっていま

す。この時、文字の大きさは、文章パネルの幅を 1 行の文字数で割ったものになります。 

 １行の文字数=４０－２×文字の大きさの設定値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） キャレットの移動 

キャレット移動のパネルを選択することで、キャレットを移動できます。キャレットは

上下には１行単位、左右には１文字単位で移動します。 
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（３） 文章のコピー 

手順 画面 概要 

１ 

 

コピーしたい部分にキャレットを移

動します。 

２ 

 

「コピー」パネルを選択します。 

３ 

 

選択中にキャレットを移動し、選択

範囲を決めます。 

４ 

 

「決定」パネルを選択し、選択部分

を決定します。 
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手順 画面 概要 

５ 

 

ペーストしたい場所へ移動します。 

６ 

 

「ペースト」パネルを選択します。

キャレットの位置に選択した内容が

表示されます。「ペースト」パネル

を選択することで、繰り返しペース

トできます。 
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8.9 変換機能 

文字を入力した後、漢字変換パネルを選択することで、水色の変換対象の変換候補が表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

候補の中から該当するものを選択し、変換します。長い文章の変換を行う場合、文節ごと

に変換を行います。また、変換パネル最下部の「←」を選択することで、変換を行わないよ

うにできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変換を行うと、キャレットが変換対象の末尾に移動し、変換した内容で文字が確定します。

確定した文字は白色で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変換候補 
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スキャン入力では以下のように選択、決定を行います。この時、変換候補のスキャン速

度は、縦方向、横方向別々に設定できます。詳しくは、「9 各種設定」を参照ください。 

No. 画面 解説 

1 

 

変換候補を表示した画面です。矢印マ

ーカーが上から下へ移動します。この

画面で最上段のパネルは縦移動反転パ

ネルです。 

2 

 

スイッチを押すとパネルの選択に移り

ます。矢印のあるパネルでスイッチを

押すことで、そのパネルに決定しま

す。 

3 

 

No.1 の画面に表示された変換候補の

続きとなります。No.1 の画面で矢印

が一番下のパネルの端に到達すると切

り替わります。 

4 

 

一番後の「戻る」パネルです。この画

面で下向きにスキャンしているとき、

最初の画面に切り替わります。 
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8.10 除助詞変換 

変換対象の頭一文字を変換対象から外して漢字変換を行います。文頭に「が、に、も」

などの助詞がついていた場合、当該助詞を変換対象から外して漢字変換を行うことができ

ます。 

8.10.1 除助詞変換の有効化 

除助詞変換を利用するには、文字盤編集画面から「除助詞変換」パネルを文字盤に追加

する必要があります。※初期状態時に配置されている「漢字変換」パネルでは除助詞変換

を行うことはできません。 

 

 

8.10.2 除助詞変換の実行 

メッセージパネルに変換対象文字が存在している状態で「除助詞変換」パネルを選ぶ

と、変換対象文字の頭一文字を変換せず、以降の変換対象文字を漢字変換します。 

除助詞変換の操作方法は通常の漢字変換と同じで、画面上に表示される変換候補パネル

をタッチ・スイッチを用いて選択することで変換できます。 
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No. 画面 解説 

1 

 

変換対象文字を入力したら、「除助詞

変換」パネルを選択します。この例で

は「にいきたい」の変換を行います。 

2 

 

 

「除助詞変換」パネルを選択すると、

変換対象の 2 文字目以降の文字で変換

をかけます。この例では頭一文字目で

ある「に」が変換対象から外れ、「い

きたい」を漢字変換しています。 

3 

 

変換したいパネルを選択すると、変換

対象となっていた文字が変換され確定

文字となります。 
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8.11 予測変換 

 入力にした文字に対する、予測変換の候補を選択することができます。 

 

8.11.1 予測変換の有効化 

 予測変換を有効にするには、文字盤編集画面で「予測変換」のパネルを文字盤に追加する

必要があります。 

「予測変換」パネルを追加すると、文章パネルの下部に予測変換候補パネルが表示され、

予測変換を行うことができます。予測変換は、「予測変換」パネルを設定した文字盤でのみ

行われます。以下は、それぞれの入力方式での予測変換の表示は以下のようになります。 

  

タッチ入力固定文字盤 タッチ入力移動文字盤 

 

 

スキャン  
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8.11.2 予測変換の実行 

 予測変換が有効になっている状態で文字を入力すると、入力した文字に対応した予測変

換候補が予測変換候補パネルに表示されます。この時、予測変換の対象となる部分は、水色

で表示されます。 

 

この時、「予測変換」パネルを選択すると、予測変換候補の選択に移ります。タッチ入力

では以下のようになります。 

手順 画面 解説 

1 

 

「予測変換」を選択すると、予測変換候

補パネルが大きくなり、予測変換候補の

選択に移ります。 

2 

 

予測変換候補をタッチして選択します。 

3 

 

予測変換候補を選択すると、対象文字列

が選択したものに置き換わり、予測変換

候補が初期化されます。 
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手順 画面 解説 

4 

 

確定後、文字入力を再開できます。 

5 

 

予測変換候補選択中に、一定時間予測変

換候補パネル以外をタッチすると、選択

をキャンセルし、予測変換の入力に戻り

ます。 

 

スキャン入力では以下のようになります。 

手順 画面 解説 

1 

 

「予測変換」を選択すると、マーカーが

予測変換候補に移動します。マーカーは

予測変間候補→「予測変換」パネルの順

に移動し、「予測変換」選択後、予測変換

の選択に戻ります。 

2 

 

スイッチを押すとマーカーの位置の予測

変換候補を選択します。 

3 

 

予測変換を選択すると、変換対象が選択

した予測変換候補に確定し、予測変換候

補を初期化します。 
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手順 画面 解説 

4 

 

予測変換確定後、文字入力を再開します。 

5 

 

予測変換候補選択中に「予測変換」パネ

ルを選択すると、予測変換候補の選択を

キャンセルし、文字入力に戻ります。 

 

また、予測変換を行う際に、対象の文字が、かな、英数字、絵文字の複数の種類からなる

場合、それぞれの種類ごとに予測変換が行われます。この場合、予測変換候補は以下のよう

になります。 

手順 画面 解説 

1 

 

予測変換対象に複数の種類の文字がある

場合、種類別に表示されます。この時、

予測変換候補パネルには、最初の部分に

対する予測変換候補が表示されます。 

左の例では、候補の対象が「とうきょう」

「abc」「なごや」「絵文字」「おおさか」

に分割されます。 

2 

 

「予測変換」を選択すると、予測変換候

補の選択に移ります。 
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手順 画面 解説 

3 

 

予測変換候補を選択すると、次の部分の

予測変換候補が表示されます。 

4 

 

予測変換候補の次の文字が絵文字の場

合、絵文字の変換をスキップして、次の

候補を表示します。絵文字が予測変換対

象の末尾の場合は、予測変換を確定しま

す。 

5 

 

全ての予測変換候補を確定すると、文字

入力に戻ります。 

6 

 

複数の部分からなる予測変換候補の選択

中に、選択をキャンセルすると、確定部

分をのぞいて、文字入力を再開します。 
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8.11.3 予測変換と変換機能 

 予測変換実行中に、「漢字変換」パネルを選択した時は以下のように通常の変換を行いま

す。 

手順 画面 解説 

1 

 

予測変換有効時に、「漢字変換」パネルを

選択すると、水色の変換対象に対する通

常の変換を行います。 

2 

 

通常の漢字変換を行い確定した場合、そ

の文字に対する予測変換は行われませ

ん。 
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8.12 文字の消去 

入力した文章を修正するためには、文章を１文字ずつ消す「1 文字消去」と、文章全体を

削除する「全消去」の２種類の方法があります。ここでは、それぞれの機能について解説し

ます。 

8.12.1 1 文字消去 

文字を入力した後、「1 文字消去」パネルを選択することで、入力した文字を、キャレッ

トの位置から１文字ずつ消していきます。下の図は、「変換候補テスト」と入力した文章か

ら「補」を消去したときのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「１文字消去」パネルは連続して選択でき、以下のようになっています。 

(1)スキャン入力 

① 自動選択・手動決定 

選択し、文字消去後一定時間内にスイッチを押すことで、消去処理を繰り返します。

一定時間が経過すると、範囲選択に戻ります。 

② 手動選択・手動決定 

文字消去後、１文字消去パネルの選択が維持されます。ここで決定スイッチを押すこ

とで１文字消去が繰り返します。選択スイッチを押すことで、範囲選択に戻ります。 

③ 手動選択・自動決定 

文字消去後、１文字消去パネルの選択が維持されます。ここで一定時間が経過するこ

とで１文字消去が繰り返します。スイッチを押すことで、範囲選択に戻ります。 

 

(2)直接入力 

 タッチによる直接入力時は、「１文字消去」パネルをタッチし続けて、決定処理（スイッ

チ決定時はスイッチを押す、タッチ決定ならタッチし続けて時間経過）をすることで、連続

して文字消去ができます。指をパネルから外すことで、パネル選択へ移ります。 
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8.12.2 全消去 

「全消去」パネルを選択すると、以下のような確認パネルが表示されます。ここで「全消

去実行」を選択すると、文章パネルの内容をすべて消去します。「キャンセル」を選択した

ときは消去を行いません。 
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8.13 発声履歴 

文字盤画面で「発声履歴」パネルを選択すると、履歴選択画面が表示されます。青色の背

景のパネルは、これまでに発声したメッセージが履歴として表示されます。過去に入力した

メッセージと同じものを入力したい場合に、発声履歴から読み出して再利用することがで

きます。発声履歴は最大３０件表示され、上に行くほど新しくなります。このパネルを選択

すると、選択した内容が入力されます。なお、パネルの両側にある灰色の削除パネルを選択

すると、その位置の履歴が削除するための、履歴削除画面が表示されます。【Ver1.11B で追

加】また、青色の背景の「←」パネルは、選択するとメイン画面に戻ります。以下に各入力

方式での画面表示と選択方法について説明します。 

 

8.13.1 タッチ入力移動文字盤 

パネルを上下に移動させ、カーソルの部分へ移動させます。この時、中央のパネルを見続

けると、履歴の入力を行います。左右の削除パネルをタッチすると、履歴削除画面が表示さ

れます。 
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8.13.2 タッチ入力固定文字盤 

以下のように履歴が表示されます。選択したパネルの内容で入力します。削除パネルを選

択すると履歴削除画面を表示します。 

 

 

8.13.3 スキャン入力 

 ①まず、縦方向のスキャンを行います。ここで、青色の背景の「←」パネルや、スキャン

反転パネルは選択すると即時にその機能を行います。発声履歴パネルでは、②の横方向のス

キャンを行います。 
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②横方向のスキャンを行います。この時、発声内容のパネルを選択すると、履歴の入力を

行い、削除パネルを選択すると、履歴削除画面を表示します。 

 

 

8.13.4 履歴削除画面 

履歴削除画面は以下のようになります。ここではスキャン入力時の画面を表示していま

す。ここで各パネルの操作は以下の表のとおりです。 

 

 

 

パネル表示 パネル名称 説明 

 
戻る 履歴の削除を行わないで、履歴選択画面に戻ります。 

 
はい この履歴を削除し、履歴選択画面に戻ります。 
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8.14 印刷 

「印刷」パネルを選択すると、メッセージパネルに入力した文字を印刷することができま

す。設定項目「印刷時の文字の大きさ」と「1 行当たりの文字数」で印刷イメージを調整す

ることができます。 

「1 行当たりの文字数」を 15 字以下にすると、サーマルプリンタの印刷イメージとなり、

別売りのサーマルプリンタ（レシートなどの印刷に用いられるプリンター）を使って印刷す

ることができます。 
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8.15 メモと定型文 

文字盤画面で「メモと定型文」パネルを選択すると、以下のような選択画面が選択されま

す。 

青色の背景の「←」パネルは、選択するとメイン画面に戻ります。 

「←」パネルの下の背景が灰色のパネルは、メモとメモカテゴリを表示します。メモカテ

ゴリや個々のメモの内容や並び順は、「8.16 メモ機能」で編集できます。これらは、設定さ

れていないときは表示されません。 

青色の背景で表示される定型文は eeyesMini に内蔵された定型文が表示され、入力の手

間が軽減でき、入力の速度を向上させます。 

 

 

固定文字盤で直接入力するときは以下のようになります。 
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移動文字盤で直接入力するときの表示例です。 

 

 

8.15.1 メモ 

「←」パネルの下の灰色の背景のパネルはメモパネルです。このパネルを選択すると、パ

ネルの内容を入力します。メモパネルは、メモが設定されていまいときは表示されません。 
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8.15.2 メモカテゴリ 

メモパネルと定型文カテゴリの間にある灰色の背景で、左上にカテゴリと表示されるパ

ネルはメモカテゴリパネルです。カテゴリがないとき、メモカテゴリパネルは表示されませ

ん。 

このパネルを選択すると、以下のようなメモ選択画面が表示されます。この画面では、選

択したカテゴリにあるメモが灰色の背景で表示されます。ここで、灰色背景のパネルを選択

し、メモを入力します。また、「←」を選択することで、前の画面（メモと定型文の選択）

に戻ることができます。カテゴリ内にメモがないときは「←」パネルのみ表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.15.3 定型文 

 「定型文：」で始まる、背景が青いパネルを選択し、定型文のカテゴリを選択します。選

択すると、そのカテゴリの定型文が表示されます。ここで、選択したパネルの定型文を入力

します。また、「←」を選択することで、前の画面（メモと定型文の選択）に戻ることがで

きます。 
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8.16 メモ機能 

メイン画面で操作系パネル「メモ編集」を選択することでメモの編集を行うことができま

す。編集したメモは「メモと定型文」機能で選択でき、発話などをすることができます。 

メモ機能は、下記の画面で構成されています。 

 

画面名 説明 

カテゴリ選択画面 カテゴリの新規追加と、編集するカテゴリの選択をします。 

カテゴリ編集画面 選択したカテゴリに対し行う操作を決定します。 

カテゴリ削除画面 選択したカテゴリを削除するか決定します。 

メモ選択画面 メモの新規追加と、編集するメモの選択をします。 

メモ編集画面 選択したメモに対し行う操作を決定します。 

メモ削除画面 選択したメモを削除するか決定します。 

編集用文字盤画面 入力用の文字盤を表示します。 

 

以下、各画面について解説します。 
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8.16.1 カテゴリ選択画面 

メイン画面で操作系パネルの「メモ」を選択すると次の画面が表示されます。この画面に

表示される順番で、発声履歴・定型文画面のカテゴリ選択画面に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面では、メモおよびカテゴリの追加と、操作する対象の選択を行います。背景が灰

色のパネルは編集可能なパネルです。カテゴリはパネル左上にカテゴリと表示があります。

この画面で表示されるパネルは以下の表のとおりです。 

パネル表示 パネル名称 説明 

メモ追加 - 編集用文字盤を表示し、新しいメモを作成します。 

メモ - メモ編集画面へ移ります。 

カテゴリ追加 
- 

編集用文字盤を表示し、新しいカテゴリを作成しま

す。 

カテゴリ名 - カテゴリ編集画面へ移ります。 

 
戻る メイン画面に戻ります。 

 

  

メモ追加 

メモ 

カテゴリ追加 

カテゴリ名 
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8.16.2 カテゴリ編集画面 

カテゴリ選択画面でカテゴリ名を選択すると、次の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面では、カテゴリ選択画面で選択したカテゴリに対し加える操作を決定します。こ

こで各パネルの操作は以下の表のとおりです。 

パネル表示 パネル名称 説明 

メモの参照と変更 - メモ選択画面へ移ります。 

カテゴリ名変更 - 編集用文字盤画面へ移り、カテゴリ名を編集します。 

 

位置を上に変更 - 

選択したカテゴリとその上のカテゴリを入れ替え、カ

テゴリ選択画面に戻ります。入れ替えるカテゴリがな

いときは表示されません。 

 

位置を下に変更 - 

選択したカテゴリとその下のカテゴリを入れ替え、カ

テゴリ選択画面に戻ります。入れ替えるカテゴリがな

いときは表示されません。 

削除 - カテゴリ削除画面へ移ります。 

 
戻る カテゴリ選択画面に戻ります。 
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8.16.3 カテゴリ削除画面 

カテゴリ編集画面で削除を選択すると表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで、カテゴリの削除を行うかパネルを選択して決定します。各パネルの操作は以下の

表のとおりです。 

パネル表示 パネル名称 説明 

 
戻る カテゴリの削除を行わないで、カテゴリ選択画面に戻ります。 

 
はい 

このカテゴリを削除し、カテゴリ選択画面に戻ります。このとき、

このカテゴリ内のすべてのメモは同時に削除されます。 

 

8.16.4 メモ選択画面 

カテゴリ編集画面で「メモの参照と変更」を選択すると次の画面が表示されます。背景が

灰色のパネルにメモが表示され、この画面に表示される順番で、発声履歴・定型文画面のメ

モが表示されます。また、灰色の背景のパネルは編集可能です。最上部のガイダンスには選

択中のカテゴリが表示されます。 
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ここで各パネルの操作は以下の表のようのとおりです。 

パネル表示 パネル名称 説明 

メモ追加 - 

 

編集用文字盤画面を表示し、新しいメモを追加しま

す。 

メモ - メモ編集画面へ移ります。 

 
戻る カテゴリ選択画面に戻ります。 

 

8.16.5 メモ編集画面 

メモ選択画面でメモを選択すると次のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択したメモに対して加える操作を決定する画面です。各パネルの操作は以下の表のと

おりです。 

 

パネル表示 パネル名称 説明 

内容変更 - 編集用文字盤画面へ移り、メモを編集します。 

 

位置を上に変更 - 

選択したメモとその上のメモを入れ替え、前の画面

（※）に戻ります。入れ替えるメモがないときは表示

されません。 

 

位置を下に変更 - 

選択したメモとその下のメモを入れ替え、前の画面

（※）に戻ります。入れ替えるメモがないときは表示

されません。 

削除 - メモ削除画面へ移ります。 

 
戻る 前の画面（※）に戻ります。 
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8.16.6 メモ削除画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで各パネルの操作は以下の表のとおりです。 

 

パネル表示 パネル名称 説明 

 
戻る メモの削除を行わないで、前の画面（※）に戻ります。 

 
はい このメモを削除し、前の画面（※）に戻ります。 

 

8.16.7 編集用文字盤画面 

カテゴリやメモの新規登録や編集を選択すると、次のような文字盤が表示されますので、

文字盤を使って設定してください。設定が完了したら、更新のアイコンを選択すると、カテ

ゴリやメモを設定し、選択画面へ戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリ編集文字盤（スキャン入力時） 
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メモ編集文字盤（スキャン入力時） 

 

ここで表示される操作系パネルは以下表のとおりです。 

アイコン パネル名称 説明 

 戻る 

変更を保存しないで、次の画面に戻ります。 

カテゴリ編集時：カテゴリ選択画面 

メモ編集時  ：前の画面（※） 

 
更新 

変更を保存し、画面を移ります。 

詳しくは表の下の「※更新について」をご参照ください。 

 
気持ちと体 

パネルを絵文字（気持ちと体）に切り替えます。 

カテゴリ名の編集時は表示されません。 

 
物と操作 

パネルを絵文字（物と操作）に切り替えます。 

カテゴリ名の編集時は表示されません。 

 
英数字 パネルを英数字に切り替えます。 

 
ひらがな パネルをひらがなに切り替えます。 

 
漢字変換 入力した文字列を変換します。 

 
文の退避 

入力した文字列を一時退避し、記憶します。 

再度選択することで、記憶した文字列を読み出します。 

 
全消去 入力した文字列をすべて消去します。 

 
1 文字消去 入力した文字列の最後の１文字を消去します。 
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アイコン パネル名称 説明 

 
全消去 入力した文字列をすべて消去します。 

 
1 文字消去 入力した文字列の最後の１文字を消去します。 

 
上移動 キャレットを上に移動します。 

 
下移動 キャレットを下に移動します。 

 
左移動 キャレットを左に移動します。 

 
右移動 キャレットを右に移動します。 

 
先頭に移動 キャレットを文章の先頭に移動します。 

 
末尾に移動 キャレットを文章の末尾に移動します。 

 

コピー 

（範囲選択） 
文章のコピーする範囲選択を開始します。 

 
コピー 

（範囲確定） 

範囲選択中にコピー（範囲選択）パネルの代わりに表示され

ます。選択することで、コピー範囲を確定し、その部分をコ

ピーします。 

 
ペースト コピーした文字をキャレットの位置に貼り付けます。 

 
改行 

変換対象の文字があるときは、変換対象を確定文字にしま

す。変換対象がないときはキャレットの位置で改行します。 

 

※更新について 

「更新」パネルを選択したとき、以下のような処理を行います。 

① カテゴリ名の編集中 

入力したカテゴリ名を保存し、カテゴリ選択画面へ移ります。このとき、カテゴリ名が未

入力であるか、すでに同じ名前のカテゴリがあるときは、カテゴリの保存ができません。ま

た、カテゴリ名に絵文字を設定することはできません。 

新規作成したカテゴリは、カテゴリ選択画面の１番下に追加されます。また、カテゴリ名

を更新したときは、更新前のカテゴリの名前を保存した名称に変更します。 

② メモの編集中（カテゴリ選択画面のメモ） 
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入力したメモを保存し、カテゴリ選択画面へ移ります。このとき、メモが未入力であるか、

すでに同じ内容のメモがあるときは、メモの保存ができません。 

新規作成したメモは、カテゴリ選択画面のメモの１番下に追加されます。また、メモの更

新は、更新前のメモを保存した内容に変更します。 

③ メモの編集中（メモ選択画面のメモ） 

入力したメモを保存し、メモ選択画面へ移ります。このとき、メモが未入力であるか、す

でに同じ内容のメモがあるときは、メモの保存ができません。 

新規作成したメモは、メモ選択画面の１番下に追加されます。また、メモの更新は、更新

前のメモを保存した内容に変更します。 

 

8.16.8 メモ編集時の戻る画面について 

カテゴリ編集画面でカテゴリの選択を行った否かで、メモ編集画面、メモ削除画面、メモ

編集文字盤の戻り先の画面が変わります。 

カテゴリ編集画面でカテゴリの選択をしたときは、選択したカテゴリのメモ編集画面に

戻ります。 

カテゴリ編集画面でメモを選択した時は、戻り先がカテゴリ選択画面になります。 
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8.17 画像閲覧画面 

「画像閲覧」パネルを選択することで、専用フォルダに存在する画像ファイルを拡大して

表示できます。初めに、以下の画像選択画面が表示されるので、拡大したい画像のあるパネ

ルを選択します。また、ここから文字盤画面へ戻るときは、「戻る」パネルを選択してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択すると、以下のように、選択した画像が大きく表示されます。この画面を画像表示画

面とします。 

 

 

 

 

スイッチ入力することで、以下の画像操作メニューを表示します。マウス操作モードの場

合、画面をタッチすることで画像操作メニュー【Ver1.11B で追加】を表示します。マウス

操作モードについては、「10.3 マウス操作モード」をご参照ください。 

 

 

閲覧する画像 

戻る 
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また、画像については、以下のフォルダ内にある画像ファイル（.jpg, .png）を表示します。

画像ファイルの解像度は 1920×1080 が推奨です。 

eeyesMini の配置されたフォルダ(module) ＞ Attachments 

 

※画像閲覧画面のマウス操作モードについて 

画像閲覧画面では、画像選択画面で画像展開中の場合、マウス操作モードの切り替えを行

うことはできません。表示が完了してから「M」キーを押して切り替えてください。 

 

・画像操作メニュー【Ver1.11B で追加】 

 

画像操作メニューのパネルは以下の通りです。 

 

パネル表示 パネル名称 説明 

 
戻る 画像閲覧画面に戻ります。 

 
左回転 

この画像を左 90 度回転させ、画像拡大表示に戻りま

す。 

 
右回転 

この画像を右 90 度回転させ、画像拡大表示に戻りま

す。 

 

ここで、画像の回転は、回転を行った時点で保存されます。 
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8.17.1 表示できる画像ファイル 

 画像閲覧画面などで画像ファイルは、以下の表のものとなっています。これ以外のファイ

ルは表示できません。 

 

画像の種類 対応する拡張子 

JPEG .jpg .jpeg .jpe .jif .jfi .jfif 

PNG .png 

BMP .bmp 

GIF .gif 
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環境制御用画面 

メイン画面で「環境制御」パネルを選択すると、以下のような環境制御用画面へ遷移し

ます。この画面は、メイン画面と同様にパネルを選択することができます。文字盤は、黄

色背景の操作系パネルと、緑背景の環境制御系パネルからなっています。各パネルについ

ては、以下の節をご参照ください。 

 

環境制御用画面 

8.18.1 操作系パネル 

黄色背景のパネルは操作系パネルです。選択すると、eeyesMini に対する操作を行います。

環境制御用画面の操作系パネルと機能は以下の表のとおりです。 

アイコン パネル名称 説明 

 
戻る メイン画面に戻ります。 

 
音量上げる 環境制御系パネルの発話時の音量を大きくします。 

 
音量下げる 環境制御系パネルの発話時の音量を小さくします。 
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8.18.2 環境制御系パネル 

背景が緑の環境制御系パネルを選択すると、発話します。この内容をスマートスピーカ

ーに聞かせることで、スマートスピーカーを操作します。 

発話の声色は、発声の設定を反映しています。コエステーションに接続している場合

は、コエステーションの声で、マイボイスに接続している場合はマイボイスの声で、どれ

にも接続していないときはビルトインの声色で発話します。 

設定で環境制御系のパネルの声色をビルトインの声色に固定することができます。詳し

くは、「9 各種設定」をごらんください。 

※初期設定は Amazon Echo(アレクサ)用となっています。他のスマートスピーカーをご利

用になる場合は、文字盤変更画面で発生する文言を変更願います。 

 

8.18.3 学習リモコン操作パネル 

背景が緑色の環境制御系パネルのうち、パネル左上に赤外線マークのあるパネルは、学

習リモコン操作パネルです。このパネルを選択すると、発話と同時にあらかじめ学習した

リモコン操作を行うことができます。赤外線リモコンの学習については「11 学習リモコ

ンの操作機能」をご参照ください。 

 

8.18.4 メイン画面における環境制御系パネル 

文字盤編集画面を用いてメイン画面の文字盤に環境制御系パネルを設定することができ

ます。設定したパネルは、他のパネルと同様に選択でき、発話やリモコン操作を行うこと

ができます。 
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8.19 汎用パネル 

「汎用パネル」パネルを選択すると、汎用パネル文字盤が表示されます。汎用パネル文

字盤は、利用者様が使いやすいようパネルを配置・設定できる文字盤です。 

汎用パネル文字盤のうち、汎用パネル 01~09 までは無地の文字盤が、汎用パネル 10 に

は、カタカナ入力文字盤が収録されています。それぞれの汎用パネルは文字盤編集画面で

編集することができます。 

・汎用パネル 01~09 

 

 

・汎用パネル 10（カタカナ文字盤） 
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8.20 休憩画面 

「休憩画面」のパネルを選択すると、休憩画面が表示されます。操作を再開する場合は、

スイッチ入力することで、再度文字盤の画面に復帰します。 

マウス操作モードの場合、画面をタッチすることで文字盤の画面に戻ります。マウス操作

モードについては、「10.3 マウス操作モード」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、画像については、以下のフォルダ内にある画像ファイルを表示します。画像ファイ

ルの解像度は 2560×1440 が推奨です。画像ファイルがないときは、真っ黒な画面を表示し

ます。また、表示可能な画像については、「7.18.1 表示できる画像ファイル」を参照くださ

い。 

 

eeyesMini の配置されたフォルダ(module) ＞ RestMode 

 

8.21 呼び鈴機能（緊急ブザー） 

メイン画面にある「緊急」パネルを選択すると、ブザーが鳴り続けます。このパネルをも

う一度選択するか、画面を変更すると鳴りやみます。このとき、ブザーの鳴動する時間は「9  

各種設定」で変更することができます。 

ブザーが鳴りだしたときに、eeyesMini 専用呼鈴分岐装置が eeyesMini 本体と接続されて

いる場合、同時に装置が作動します。 
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8.22 終了画面 

「終了」のパネルを選択すると、以下のような終了画面が表示されます。ここでは下記の

パネルを選択し、eeyesMini を終了するかどうかを決定します。終了を選択した場合、

eeyesMini の電源が OFF になります。 

 

アイコン 説明 

 
eeyesMini のみ終了し、再起動します。 

 
eeyesMini を終了し、PC を再起動します。 

 
eeyesMini を終了し、PC の電源を切ります。 

 
PC をスリープ状態にします。 

 
メイン文字盤に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.23 自動リフレッシュ機能 

リフレッシュの実施時刻が０～２３に設定されている場合、メイン文字盤画面で設定時

刻を過ぎたとき、eeyesMini のリフレッシュを自動で行います。例えば、設定値が２３の

ときは、２３時００分から２３時１０分の間にリフレッシュを実行します。また、９９に

設定されている場合は、自動リフレッシュは行いません。 

リフレッシュの実施時刻は「9 各種設定」で変更することができます。 
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9 各種設定 

「設定」のパネルを選択すると、設定画面が表示されます。設定画面から文字の大きさや

動く速さなどを設定することができます。設定の詳細については、以下をご確認ください。 

 

・動作に関する設定 

設定 概要 設定値 初期値 

文字の大きさ 
文やメールを表示する際の文字の大きさ。

数字が大きい程大きくなる。 
0~10 0 

濁音・半濁音・ 

小書きの選択 

濁音・半濁音・小書きの選択肢を表示する

場合は ON。 
ON/OFF OFF 

取り消しパネル

の表示 

文字の選択時に取り消す選択肢を表示す

る場合は ON。 
ON/OFF ON 

パネルの 

テキスト表示 

文字パネル上にテキストを表示する場合

は ON。 
ON/OFF ON 

現在時刻の表示 
メイン画面の右下または左下に今日の日

付を表示する。０は非表示。 
0～2 0  

印刷時の 

文字の大きさ 

印刷時の文字の大きさ。数字が大きいほ

ど大きくなる。初期値は１３で４０文字 
5~25 13 

印刷時の 

1 行の文字数 

印刷時の１行の文字数の設定。設定が大

きくなるほど１行の文字が長くなる。 
5~80 40 

文字盤の明るさ 
文字盤の明るさに関する設定。数字が大き

いほど明るくなる。 
0~5 5 

未確定の文字色 

未確定の文字色の設定。0 は水色、１は

黄色、２は薄緑色、３は赤色、４は緑

色。未確定の文字が見にくい場合に用い

る。 

0~4 0 

カーソルの着色 

パネルが選択された際に表示されるカー

ソルを着色するか否かの設定。ON は着

色、OFF は無着色。 

ON/OFF OFF 
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設定 概要 設定値 初期値 

休憩マーク表示

までの時間 

利用者に休憩を促す休憩マークを表示す

るまでの分数の設定。設定された分数が

経過すると表示される。初期値は０分（＝

表示しない） 

0~990 0 

リフレッシュの

実施時刻 

eeyesMini のリフレッシュを行う時刻の

設定。実施しない場合は 99 を設定。 

(例)「15」に設定すると午後 3 時に実施。 

99,0~23 99 

発声する際の音

量 

メッセージパネルの内容を読み上げる際

の音量。（注１C） 
0~9 5 

発声する際の速

度 

メッセージパネルの内容を読み上げる際

の速度。（注１C） 
0~9 5 

発声する際の音

色 

メッセージパネルの内容を読み上げる際

の音声の設定。（注１A） 
(注１B) (注１B) 

環境制御パネル

の声色 

環境制御パネルからの発声を標準の声色

で行うか否かの設定。ON は標準の声色で

発声。OFF は設定通りの声色で発声。 

ON/OFF ON 

コエステーショ

ン連携 

発声に「コエステーション」を利用するか

否かの設定。 

接続する／ 

切断する 
接続する 

マイボイス連携 
発声に「マイボイス」を利用するか否かの

設定。 

接続する／ 

切断する 
接続する 

決定時の発声 
パネルの決定時に内容を発声するかの設

定。ON は発声、OFF は非発声。 
ON/OFF OFF 

ショートカット

キーの発声 

ショートカットキーを利用した際に流れ

るアナウンスを発声するかの設定。ON は

発声、OFF は非発声。 

ON/OFF OFF 

緊急音の鳴動時

間 

緊急パネルの選択を決定した時に鳴る、

緊急音の鳴動時間に関する秒数の設定。

２０秒間予備音が鳴った後に設定に従っ

て緊急音が鳴動する。 

10~90 50 

スイッチの 

決定時間 

スイッチが押されてから決定されるまで

の時間（秒）の設定。 
0.00~1.00 0.00 

スイッチの 

抑止時間 

スイッチが再び押されるのを無視する時

間（秒）の設定。 
0.00~1.00 0.00 
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設定 概要 設定値 初期値 

スイッチの 

遅延補正 

スイッチが押されたタイミングを補正す

る時間（秒）。 
0.00~1.00 0.00 

スイッチリピ

ート 

スイッチを押し続ける事で入力をリピー

トするか否かの設定。 
ON/OFF OFF 

入力方式切替 
タッチで入力する場合は ON。スキャンで

入力する場合は OFF。（注２） 
ON/OFF OFF 

 

（注１A）現在使用している音声合成の声色を設定する。コエステ―ション接続中はコエ

ステ―ション、未接続時は Windows 内蔵音声を用いる。初期設定は Windows の音声。 

・Windows 音声合成：英語音声が設定されている場合、日本語の後ろに設定される。 

・コエステ―ション：ユーザーがコエステ―ションで使用できる音声から選択する。 

 

（注１B）それぞれの音声合成における設定値の範囲と、初期値は以下の表のようにな

る。Windows 音声合成において、日本語音声が１種類のみか存在しない場合は、初期値は

１となる。 

音声合成  設定値  初期値 

Windows １ ～ Windows に設定された数 ２ 

コエステ―ション ０ ～ アカウントのコエの数―１ ０ 

＊Windows 内蔵 日本語音声一覧 

１：Microsoft Ayumi（女性） 

２：Microsoft Haruka（低い声の女性） 

３：Microsoft Ichiro（男性） 

４：Microsoft Sayaka（高い声の女性） 

 

（注１C）Windows 音声合成のみ設定可能 

 

（注２）介護者用メニューで入力方式切替表示を ON に設定しているときのみ表示される

（初期値は OFF）。選択すると、入力方式のタッチ入力とスキャン入力を切り替える。こ

のときの入力方式の変更は他の設定項目と同様に、設定画面から戻る際に変更の保存を行

うことで設定に反映させることができる。 
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・スキャン入力に関する設定 

設定 概要 設定値 初期値 

スキャンの動

作 

自動選択、手動決定は０ 

手動選択、手動決定は１（要別売り

スイッチケーブル） 

手動選択、自動決定は２ 

0~2 0 

スキャンの方

向 

列から選ぶか、行から選ぶかの設

定。列の選択は移動方向も変更可。 
1～4 1 

スキャンの速

度 

スキャンの速度の設定。パネル１枚

を移動するのに要する時間を秒数で

設定する。 

0.45~60.3 1.05 

スキャンの音 

スキャン入力時の走査音に関する設

定。０は無音。１～９はプリセット

音。 

0~9 0 

自動決定時の

選択開始時間 

スキャンの動作」が２の設定の際に

用いられる。パネルの自動決定を開

始するまでの秒数の設定。 

0.05~5.05 0.3 

自動決定時の

決定時間 

「スキャンの動作」が２の設定の際

に用いられる。パネルの自動決定を

開始するまでの秒数の設定。 

0.25~60.25 1 

スキャンの停

止時間 

パネルの決定後に走査を停止する秒

数の設定。 
0.00~10.00 0.00 

選択時の横方

向へのスキャ

ン速度 

変換候補などを選択する際におけ

る、横方向へのスキャン速度の設

定。１候補分移動するのに要する時

間を秒数で設定する。 

0.45~60.3 1.65 

選択時の縦方

向へのスキャ

ン速度 

変換候補などを選択する際におけ

る、縦方向へのスキャン速度の設

定。１候補分移動するのに要する時

間を秒数で設定する。 

0.45~60.3 1.65 
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・タッチ入力に関する設定 

設定 概要 設定値 初期値 

文字盤の動作 
設定 1 は固定、２は移動３から６は分割

した文字盤を表示。 
1~6 2 

スイッチによる決定 

文字パネルの選択にスイッチを用いる場

合は ON。タッチで決定する場合は

OFF。 

ON/OFF OFF 

パネルの選択開始時

間 

文字パネルの選択を開始するまでの秒数

の設定。 
0.05~5.05 0.3 

パネルの決定時間 
文字パネルの選択に要するタッチ時間の

設定。（0.15 秒刻み） 
0.25~60.25 1 

パネル切り換えの抑

止 

濁音・半濁音・小書き・キャンセルを行

うパネルなど、入力を支援するパネルへ

の切り替えを抑止する設定。入力の状態

が解り易くなる。 

ON/OFF OFF 

文字盤の移動初速 文字盤が動き出す際の初速の設定。 0~9 5 

文字盤の移動速度 
文字盤をスクロールで移動させる速さの

設定。文字盤の移動時に用いられる。 
0~9 5 

パネルの大きさ 
文字パネルの大きさの設定。文字盤の移

動時に用いられる。 
0~9 5 

パネルの吸着力 
文字パネルを画面中央に吸着する強さ。

文字盤の移動時に用いられる。 
0~9 5 

拡大パネルの大きさ 
拡大パネルの大きさの設定。文字盤の拡

大時に用いる。 
0~5 0 

拡大パネルの 

選択開始時間 

「文字盤の動作」が３以上の設定の際に

用いられる。拡大されたパネルの選択を

開始するまでの秒数の設定。 

0.05~5.05 0.3 

拡大パネルの 

決定時間 

「文字盤の動作」が３以上の設定の際に

用いられる。拡大されたパネルの決定に

要する秒数の設定。 

0.25~60.25 1 
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・設定値初期化 

設定 概要 設定値 初期値 

設定のリセット 設定初期状態に戻す。 ― ― 

 

設定値は以下の操作系パネルを選択することで変更できます。 

 

アイコン 説明 

 
設定画面から元の文字盤に戻ります。 

 
設定値を大きくします。 

 
設定値を小さくします。 

 

設定が ON のとき、表示されます。 

選択することで、OFF にします。 

 

設定が OFF のとき、表示されます。 

選択することで、ON にします。 

 
設定をリセットします。 

 

文字盤に戻るとき、設定内容を保存するか選択できます。保存すると、設定した内容で文

字盤が表示されます。保存しない場合は、変更前の設定で文字盤に戻ります。また、「←」

を選択することで、設定の変更を続けます。 
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設定画面のスキャン入力は、初めに上から下へ縦方向の選択を行い、その後横方向の選

択でパネルを決定する方法で行います。 

また、スキャン入力時に縦方向のパネルのすべてが表示されず、画面内に表示されるパ

ネルのスキャンが完全に終わると、画面を切り替え、下にあるパネルをスキャンします。

すべてのパネルのスキャンが完了すると最初のパネルに戻ります。 

 

手順 画面 解説 

１ 

 

パネルの一番上からスキャ

ンを行います。 

２ 

 

画面内にあるパネルをスキ

ャンすると、画面を切り替

えます。 

３ 

 

切り替えた画面は、上側か

らスキャンを再開します。 

４ 

 

パネルの最下部に到達した

ら初期状態に戻り、最初か

らスキャンを行います。

（手順１に戻る） 
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9.1 即時発声機能 

メイン画面で、文字を選択したときに、クリック音ではなく選択した文字を読み上げる機

能です。この機能が ON のときは、メイン画面で文字を入力した場合、もしくは発声履歴・

定型文で定型文を選択した場合に入力内容を発声します。 

メイン画面で文字を選択すると、その文字を発声します。入力した文字がかなの小書き文

字や長音「―」のときは、直前の文字と組み合わせて発声できる形で読み上げます。文字盤

の「小」「゛」「゜」で変換した場合、変換した文字を発声します。 

発声と同時に発声内容が入力され、文章パネルが更新されるので、続けて変換などの処理

を行うことができます。文字パネル以外のパネルは通常のクリック音が鳴ります。 

発声履歴・定型文画面で定型文などを選択したときは、メイン画面が表示されたときに内

容を発声します。 

また、読み上げる音声の音量は、通常の発話と同じ音量で行われます。そのため、通常の

発話音量の調整で、即時発声の音量を調整できます。 
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10 介護者向け機能 

利用者の補助を行う、介護者向けの機能を説明します。 

介護者用メニューは、文字盤画面の左上のボタンをクリックすることで表示されます。介

護者用メニューは左上のボタン、左側のパネル、中央より右側の設定項目からなります。設

定項目は異能ごとに分けられており、画面上部にあるタブをクリックすることで、設定項目

を切り替えることができます。 

ここでメニューのパネルを選択することで、その機能を実行します。機能を実行すると元

の文字盤に戻ります。メニューを実行しないで終了するときは、左上のボタンをクリックし

てください。 

  

メイン画面 通常時 介護者用メニュー表示時 

 

ここで、機能とスイッチ、パネルの割り当ては以下の表のとおりです。設定項目について

は、「9 各種設定」をご参照ください。 

機能名 キー入力 パネル名 

マウス操作モード M マウス操作モード 

文字盤編集画面表示 （なし） 文字盤編集 

定型文編集画面表示 （なし） 定型文編集 

入力方式切替 （なし） 入力方式切替 

１文字消去 BackSpace （なし） 

電源 OFF （なし） 電源 OFF 

「M」キーを押下した際、モードが切り替わった旨のアナウンスを流すことができま

す。詳しくは、「9.各種設定」をご覧ください。 
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また、文字盤画面では以下のとおり、設定値を変更するショートカットキーがあります。 

キー入力 機能名 

↑ タッチ入力時、スクロールする文字パネルの大きさを大きくする。 

拡大パネル表示中は、拡大パネルの大きさを大きくする。 

↓ タッチ入力時、スクロールする文字パネルの大きさを小さくする。 

拡大パネル表示中は、拡大パネルの大きさを小さくする。 

→ タッチ入力時、文字盤をスクロールする際の速度を速くする。 

スキャン入力時、スキャン速度を速くする。 

← タッチ入力時、文字盤をスクロールする際の速度を遅くする。 

スキャン入力時、スキャン速度を遅くする。 

Shift + → タッチ入力時、文字パネルを選択するまでの時間を短くする。 

拡大パネル表示中は、拡大パネルを選択するまでの時間を短くする。 

Shift + ← タッチ入力時、文字パネルを選択するまでの時間を長くする。 

拡大パネル表示中は、拡大パネルを選択するまでの時間を長くする。 

H ショートカットキー一覧の表示切り替えを行う。 
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10.1 ユーザー情報 

介護者用メニュー画面の左上、eeyesMini ロゴとパネルの間に、ユーザー情報が表示され

ます。ユーザー情報は、正規ユーザーでは eeyesMini のバージョンとユーザー名が表示され

ます。試用ユーザーの場合は、バージョンと試用ユーザーであることに加え、試用期限の日

付が表示されます。 

 

  

正規ユーザー 試用ユーザー 

 

 

10.2 入力方式切替 

 介護者用メニューから「入力方式切替」を選択することで、スキャン入力とタッチによ

る直接入力を切り替えることができます。 

 

10.3 マウス操作モード 

キーボードの「M」キーを押すか、介護者用メニューから「マウス操作モード」を選択す

ることで、マウス操作モードに移行します。このとき、常にマウスでの操作、タッチでの入

力が可能になります。操作中は画面右上のインジケータにマウス操作、タッチ入力アイコン

が表示されます。また、移動文字盤での直接指定入力に設定している場合は、マウス操作モ

ードでは固定文字盤表示になります。 

このとき、「M」キーをもう一度押すか、介護者用メニューから「マウス操作モード」を

選択することで、マウス操作モードを終了し、マウス操作、タッチ入力をもとの設定値に戻

します。 
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10.4 文字盤編集画面表示 

介護者用メニューで「文字盤編集」を選択することで、文字盤編集画面を表示し、文字盤

の設定を行うことができます。 

文字盤上の文字やアイコンのパネルの配置を編集する機能です。機能に関するパネルを

除き、パネルを選択した場合に入力・発声される内容やパネル上に表示される文字も変更が

可能です。マウスで対象を選択し、クリックで決定します。 

画面の構成は以下のとおりです。 

 

  

画面のスクリーンショットと各パーツの名称 

文字盤 

パレット 

お気に入り 

非表示領域 文字盤サイズ変更 空白パネル 
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部品名 説明 

文字盤 「編集する文字盤」で選択した文字盤が表示されます。 

編集する文字盤 編集する文字盤を以下から選択できます。 

・ひらがな 

・英数字 

・絵文字（気持ちと体） 

・絵文字（物と操作） 

・環境制御 

・汎用パネル(1~10) 

戻るボタン メイン画面に戻ります。編集を保存していない場合、文字盤や文

字パネルの編集内容は破棄されます。 

保存ボタン クリック時に表示されている文字盤および文字パネルの編集内

容を保存します。 

新しく開くボタン 保存しておいた文字盤のデータを開きます。 

別名で保存ボタン 表示されている編集中の文字盤を別ファイルに保存します。 

一括設定 文字盤をまとめて設定します。 

一括保存 文字盤をまとめて保存します。 

お気に入り 文字盤らパレットから、パネルを編集用にコピーします。パネル

配置の編集については「10.5 文字盤の編集」をご参照ください。 

文字盤サイズ変更 文字盤全体のサイズを変更します。詳しくは「10.5.14 文字盤の

表示サイズ変更」をご参照ください。 

非表示領域 この領域は文字盤画面では表示されません。詳しくは「10.5.14 

文字盤の表示サイズ変更」をご参照ください。 

空白パネル 文字盤に空白パネルを設定します。パネル配置の編集については

「10.5 文字盤の編集」をご参照ください。 

パレット 文字盤の編集に使用するパネルが表示されます。パネル配置の編

集については「10.5 文字盤の編集」をご参照ください。 

パレット 

上移動ボタン 

クリック時にパレットに表示するパネルを１行分上に移動しま

す。 

パレット 

下移動ボタン 

クリック時にパレットに表示するパネルを１行分下に移動しま

す。 

パネルの設定 選択されたパネルの設定を行います。 

 

パネルの設定は、以下のように項目別にタブになっており、上部をクリックすることで表

示内容を切り替えることができます。 
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「内容」タブ 「デザイン」タブ 

また、各タブの部品は以下のようになります。 

 

・内容タブ 

部品名 説明 

パネルの種類 文字パネルの種類を以下から選択できます。 

・入力パネル 

・説明付き入力パネル 

・即時発声パネル 

詳細は「10.5.9 パネルの設定」をご参照ください。 

入力される文字 パネル選択時にメッセージパネルに入力される文字を設定し

ます。詳細は「10.5.9 パネルの設定」をご参照ください。 

パネルの説明 パネル下部に表示する文字を設定します。 

詳細は「10.5.9 パネルの設定」をご参照ください。 

パネル説明の常時表示 パネル下部に表示させる文字を常に表示するか設定します。 

詳細は「10.5.9 パネルの設定」をご参照ください。 

即時発声される内容 パネル選択時に即時発声される文字を設定します。 

詳細は「10.5.9 パネルの設定」をご参照ください。 

発声テストボタン クリック時に「発声される文字」に設定されている文字を発声

します。スマートスピーカーのテスト等に便利です。 
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部品名 説明 

学習開始ボタン 学習リモコンに、赤外線データの学習を開始します。詳細は「11 

学習リモコンの操作機能」をご参照ください。 

学習中止ボタン 学習リモコンの学習を中断します。 

発光テストボタン 学習した赤外線データで、学習リモコンを発光させます。 

データ破棄ボタン 学習した赤外線データを削除します。 

リモコンの連続入力 チャンネルの上下や音量など連続して赤外線を送出したいパ

ネルの場合に ON とします。 

録音/再生/停止ボタン 表示状態によって以下の機能があります。詳しくは「12 録音・

再生機能」を参照してください。 

録音：録音を開始します。 

再生：録音データを再生します。 

停止：録音や再生を停止します。 

参照ボタン 録音データを選択し、パネルに追加します。 

削除ボタン 録音データを削除します。 

 

・デザインタブ 

部品名 説明 

パネルの高さ 表示されるパネルの高さを変更します。 

パネルの幅 表示されるパネルの高さを変更します。 

フォント 選択したパネルの現在のフォントです。この項目は選択できま

せん。 

テキストの色 選択したパネルの現在の文字の色です。この項目は選択できま

せん。 

パネル背景色 選択したパネルの現在のパネルの背景の色です。この項目は選

択できません。 

参照ボタン 保持中のフォントと背景色を選択中のパネルの現在値に変更

します。 

設定ボタン 選択したパネルのフォントと背景色を保持中の値に変更しま

す。 

保持中のフォント パネルに設定する文字のフォントを変更します。 

テキストの色 パネルに設定する文字の色を変更します。 

パネル背景色 パネルに設定する背景の色を変更します。 
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部品名 説明 

画像貼り付け イメージパネルに貼り付ける画像の設定です。この項目は選択

できません。 

参照ボタン 

（画像貼り付け） 

イメージパネルに貼り付ける画像を選択できます。選択できる

画像は.png, .jpg 方式のファイルのみです。 

削除ボタン 

（画像貼り付け） 

イメージパネルに貼り付けた画像を削除します。 

詳細については、「パネルの高さ」と「パネルの幅」は「10.5.11 パネルサイズ変更」を、

それ以外の項目は「10.5.10 フォントと背景色の設定」を参照してください。 

 

 

これらの項目で、選択や更新が不可能なものは灰色に表示されます。また、赤外線学習リ

モコンが有効でない場合は、学習開始ボタン、学習中止ボタン、発光テストボタン、データ

破棄ボタンは無効化されます。 

かな文字盤の五十音を左右反転して表示したいときは、新しく開くボタンをクリックし、

表示されたダイアログで panelArray_かな反転_org.dat を選択してください。 
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10.5 文字盤の編集 

文字盤上の文字パネル同士の交換や置き換えを行う事により、文字盤を編集できます。 

10.5.1 交換 

文字盤のパネル同士の位置を交換する場合、位置を交換したい文字パネルを２つ選択す

る事により、２つの文字パネルの位置が交換されます。下の図では「い」と「ぬ」の交換を

行っている途中で、「い」を選択した後の状態です。ここで「ぬ」を選択することで、文字

パネルが入れ替わります。 

 

パネルを交換できるのは高さ、幅ともに１のパネル同士です。それより大きいパネルを選

択した場合は、選択が解除されます。また、非表示領域は選択できません。 
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10.5.2 置換 

文字盤のパネルを置き換える場合、新しく配置したい文字パネルをパレット上、またはお

気に入りエリアから選択し、置き換えたい文字盤上のパネルを選択する事により、パネルを

置き換える事ができます。文字盤上で不要なパネルがあれば、空白パネルに置き換える事で、

文字盤上から消す事ができます。 

 

置換される対象が大きなパネルの場合には、右上に１×１のサイズのパネルとなり、残り

は１×１の空白パネルになります。また、非表示領域を置換することはできません。 

  

置換前 置換後 
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10.5.3 保存 

編集した文字盤を保存する場合、「保存」ボタンをクリックします。このとき、表示され

ている文字盤にのみ、編集の保存が行われます。保存をしないまま「戻る」ボタンでメイン

画面に戻った場合、文字盤や文字パネルの編集内容は破棄されますので、必要に応じて保存

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.5.4 戻る 

メイン画面に戻る場合、「戻る」ボタンをクリックします。戻る前に保存を行っていた場

合、保存した内容に、メイン画面と環境制御用画面の文字盤を更新します。更新される文字

盤は戻る前に最後に保存したときの文字盤が表示されます。 
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10.5.5 新しく開く 

バックアップなど保存済みの文字盤を表示する場合は、「新しく開く」ボタンをクリック

します。それまで編集している文字盤は破棄されるので、必要により保存してください。「新

しく開く」ボタンをクリックすると、読み込むファイルを指定するダイアログが出ますので、

読み込む対象となる文字盤データを指定して「開く」ボタンをクリックすると、文字盤が読

み込まれます。 

 
ここで表示された文字盤は「保存」ボタンをクリックすることで、eeyesMini の表示に反

映されます。 

このとき、環境制御文字盤を表示している場合には panelArraySmartSpeaker_org.dat を、

それ以外の文字盤を表示している場合は panelArray_org.dat を選択してください。汎用文

字盤は同じ番号の panelArrayEx を選択してください。選択を間違えると、正しく動作しな

くなります。 

また、かな文字を反転させた（左から「あかさたな」となる）文字盤を表示するためには、 

panelArray_かな反転_org.dat を選択してください。詳しくは、「15 付録：サンプル文字盤」

を参照してください。 
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10.5.6 別名で保存 

バックアップなど現在の文字盤を別に保存しておきたい場合は、「別名で保存」ボタンを

クリックします。 

 
「別名で保存」ボタンをクリックすると、書き込むファイルを指定するダイアログが表示

されます。書き込む対象となる文字盤を指定して「保存」ボタンをクリックすると、文字盤

の情報を書き込みます。 

このとき、保存する文字盤が環境制御用画面の場合は panelArraySmartSpeaker_org.dat に、

それ以外の画面の場合は panelArray_org.dat に保存してください。汎用文字盤は同じ番号

の panelArrayEx を選択してください。保存するファイルを逆にすると、正常に動作しなく

なります。 
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10.5.7 一括設定 

複数のパネル配置データを eeyes に読み込む場合は、「一括設定」ボタンをクリックしま

す。【Ver1.11A で追加】 

 
 

「一括設定」ボタンをクリックすると、読み込むフォルダを指定するダイアログが表示

されます。読み込みたいパネル配置データが格納されているフォルダを指定して「OK」

ボタンを選択します。その後表示されるダイアログで「Yes」ボタンをクリックすると、

フォルダ内にある文字盤データを一括で更新します。バックアップしていたパネル情報を

一度に取り込むことができます。 

       

  



 

- 100 - 

10.5.8 一括保存 

文字盤編集画面で編集した全種類の文字盤を一括で保存した場合は、「一括保存」ボタン

をクリックします。【Ver1.11A で追加】 

 
 

「一括保存」ボタンをクリックすると、以下の 3 つのボタンが表示されます。 

 

⚫ 上書き保存 

編集した全文字盤データをすべて保存します。編集可能なすべての文字盤のパネル配

置を eeyes に反映させます。 

⚫ 別フォルダに保存 

 編集した全文字盤データを別フォルダにすべて保存します。編集した文字盤をバック

アップする際に利用します。 

「別フォルダに保存」ボタンをクリックすると、保存先を指定するダイアログが表示

されます。保存したいフォルダを選択し「OK」ボタンをクリックすると、文字盤デー

タを一括保存できます。 

また、新たに保存用のフォルダを作成したい場合は、「Make New Folder」ボタンをク

リックすると新たにフォルダを生成します。 
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⚫ キャンセル 

一括保存を取りやめます。 
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10.5.9 パネルの設定 

文字盤のパネルをクリックすると、「パネルの設定」に選択したパネルの種類が表示され

ます。パネルの種類は以下から選択して変更できます。 

パネルの種類 説明 

入力パネル ひらがなパネルのように、パネル下部にテキスト表示をしたくない場

合に選択します。 

メッセージパネルへの入力：入力されます 

パネル下部への文字列表示：表示されません 

説明付き入力パ

ネル 

絵文字パネルのように、パネル下部にテキスト表示をしたい場合に選

択します。 

メッセージパネルへの入力：入力されます 

パネル下部への文字列表示：表示されます 

即時発声パネル 環境制御用のパネルのように、即時に発声してメッセージパネルへの

入力をしたくない場合に選択します。 

メッセージパネルへの入力：入力されません 

パネル下部への文字列表示：表示されます 

 

各パネルの種類に対し、「入力される文字」、「表示される文字」、「発声される文字」はそ

れぞれ以下のように反映されます。 

パネルの種類 入力される文字 表示される文字 発声される文字 

入力パネル パネル選択時にメッ

セージパネルへ入力

されます。 

  

説明付き入力パ

ネル 

パネル選択時にメッ

セージパネルへ入力

されます。 

パネル下部に表示されま

す。 

 

即時発声パネル  パネル下部に表示されま

す。 

パネル選択時に発声

されます。 
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「入力される文字」「パネルの説明」「即時発声される内容」は、それぞれキーボード入

力で設定することができます。「入力される文字」のうちいくつかは、特別な機能を持つ

予約語のため、設定することができません。設定した場合には、以下のように警告のダイ

アログが表示され、入力文字列が消去されます。なお、「即時発声される内容」の内容は

「発声テスト」ボタンをクリックすることで発声されます。 

「パネル説明の常時表示」チェックボックスにチェックを入れることで、このパネルの説

明は常に表示されるようになります。 
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10.5.10 フォントと背景色の設定 

選択した文字パネルのフォントと文字の色、パネル背景色は以下の手順で変更すること

ができます。背景色とフォントの設定は文字盤のパネルについてのみ可能です。 

 

(1)パネルの設定のコピー 

以下の手順で選択したパネルのフォントと背景色を変更することができます。 

手順 画面 解説 

1 

 

文字盤の設定を参照したいパネル

を選択し、「デザイン」タブを選択

します。 

2 

 

「参照」「設定」ボタンが有効化さ

れ、「フォント」と「テキストの

色」「パネル背景色」に現在の情報

が反映されます。 

3 

 

「保持中のフォント」の下のドロ

ップダウンをクリックし、フォン

トを変更します。 

4 

 

「保持中のフォント」の下の「テ

キストの色」の右側のパネルをク

リックします。「テキストの色」が

水色になり、カラーピッカーが表

示されます。カラーピッカー表示

中は、文字盤のパネルを選択する

ことはできません。 
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手順 画面 解説 

5 

 

カラーピッカー内でマウスをクリ

ックすると、その位置の色がボタ

ンに反映されます。 

6 

 

「テキストの色」をクリックする

ことでカラーピッカーを非表示に

し、設定した色を決定します。 

7 

 

「保持中のフォント」の下の「パ

ネル背景色」の右側のパネルをク

リックします。「パネル背景色」が

水色になり、カラーピッカーが表

示されます。カラーピッカー表示

中は、文字盤のパネルを選択する

ことはできません。 

8 

 

カラーピッカー内でマウスをクリ

ックすると、その位置の色がボタ

ンに反映されます。 
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手順 画面 解説 

9 

 

「パネル背景色」をクリックする

ことでカラーピッカーを非表示に

し、設定した色を決定します。 

10 

 

「設定」ボタンをクリックするこ

とでパネルの表示を現在の設定に

変更します。この時、パネルの選

択は自動で解除されます。 

 

(２)パネルの設定のコピー 

以下の手順で選択したパネルのフォントと背景色を他のパネルへコピーすることができま

す。 

手順 画面 解説 

1 

 

文字盤の設定を参照したいパネル

を選択し、「デザイン」タブを表示

します。「参照」ボタンが有効にな

ります。 

2 

 

「参照」をクリックすることで現

在の設定を反映します。 
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手順 画面 解説 

3 

 

選択中のパネルをクリックし、選択

を解除します。 

4 

 

設定をコピーする対象をクリック

します。 

5 

 

「設定」ボタンをクリックし、設定

を反映します。この時、選択状態は

自動で解除されます。 

 

 

（３）変更の反映 

フォントと背景色の変更の反映は他のパネルと同様に、「保存」ボタンをクリックするこ

とによって行います。保存を行った後に「戻る」ボタンをクリックすることで、更新された

文字盤を表示します。 
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10.5.11 パネルサイズ変更 

以下の手順でパネルのサイズを変更できます。 

手順 画面 解説 

1 

 

パネルを選択し、「デザイン」タブを

クリックします。 

2 

 

高さの右のドロップダウンをクリ

ックし、縦方向の拡大サイズを選択

します。 

3 

 

パネルの高さが変更されます。 

4 

 

幅の右のドロップダウンをクリッ

クし、横方向の拡大サイズを選択し

ます。 
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手順 画面 解説 

5 

 

パネルの幅が変更されます。 

 

 

 拡大するパネルと被るパネルは非表示になります。非表示にするパネルが 1×１より大き

い場合は、その部分は１×１の空白パネルになります。 

 

  

サイズ変更前 サイズ変更後 

 

 サイズ変更したパネルに隠れている部分があらわになった場合、その部分は高さ、幅とも

に１の空白パネルになります。 

  

サイズ変更前 サイズ変更後 
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10.5.12 画像貼り付け 

文字盤に配置したイメージパネルは、以下の方法で任意の画像を貼り付けることができ

ます。【Ver1.11A で追加】 

手順 画面 解説 

1 

 

文字盤上にあるイメージパネルを

選択し、「デザイン」タブを表示し

ます。画像貼り付けの「参照」ボ

タンが有効になります。 

2 

 

「参照」をクリックすることで画

像ファイルを選択する画面が表示

されます。貼り付けたい画像ファ

イルを選択し「開く」ボタンをク

リックします。 

3 

 

イメージパネルのイラストが、選

択した画像に変更されます。 
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10.5.13 複数パネル選択 

手順 画面 解説 

1 

 

[Shift]キーを押しながら、文字盤の

パネルを左クリックすることで、複

数のパネルを選択できます。パネル

の設定内容がすべて同じときは、そ

の内容が表示されます。 

2 

 

選択中のパネルを[Shift]キーを押

しながら、左クリックすることで、

選択状態を解除できます。 

3 

 

「パネルの設定」で選択中のパネル

の設定をまとめて変更することが

できます。この例ではフォントとテ

キストの色を変更しました。 

4 

 

複数選択は文字盤のみ行えます。文

字盤以外のパネルを複数選択して

も反応しません。 

5 

 

複数選択中に、[Shift]キーを押さな

いでパネルを選択した場合は、複数

選択が解除され、選択したパネルの

通常の選択になります。 
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手順 画面 解説 

6 

 

マウスでドラッグアンドドロップ

することで複数選択することもで

きます。橙色の枠のかかったパネル

が選択されます。 
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10.5.14 文字盤の表示サイズ変更 

「文字盤サイズ変更」パネル（画面右中央の赤斜線のあるパネル）をクリックし、表示す

る範囲を切り出すことで文字盤のサイズを変更できます。その手順は以下の通りです。 

手順 画面 解説 

1 

 

「文字盤サイズ変更」パネルをクリ

ックします。 

2 

 

画面にガイダンスメッセージが表

示されます。変更後の表示範囲の右

上となるパネルを選択してくださ

い。 

3 

 

パネルが選択され、ガイダンスが更

新されます。 

4 

 

左下のパネルを選択すると、確認の

ダイアログが表示されます。また、

この時、変更する範囲がオレンジ枠

で表示されます。 
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手順 画面 解説 

5 

 

「Yes」を押すと選択された範囲が

画面中央に切り出され、それ以外は

非表示領域になります。 

6 

 

「保存」をクリックします。 

7 

 

文字盤画面に戻ると、表示領域が選

択した内容に変更されます。 

8 

 

手順 4 で「No」をクリックした場

合は、編集前の状態にもどります。 

 

範囲選択中は、文字盤以外のパネルは選択できなくなります。また、範囲選択には非表示

領域を含みことができ、変更後は高さ、幅がともに 1 の空白パネルになります。 
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サイズ変更前 サイズ変更後 

 

範囲選択時に選択範囲からはみだしている大型のパネルは、選択範囲内に収まるように

自動でサイズが変更されます。 

 

  

サイズ変更前 サイズ変更後 

 

汎用文字盤では、表示範囲に戻るパネルを含んでいる必要があります。表示範囲を含んで

いない場合は、以下のようなメッセージが表示されます。このメッセージは文字盤のパネル

をクリックすると消えます。 
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10.6 定型文編集画面 

介護者用メニューで「定型文編集」を選択することで、定型文の編集画面を表示し、登録

してある定型文の編集を行うことができます。 

 

画面の構成は以下の通りです。 

 

部品名 説明 

定型文領域 登録された定型文が表示されます。 

カテゴリ追加ボタン 定型文のカテゴリを追加します。 

戻るボタン メイン画面に戻ります。保存してない定型文は破棄されます。 

保存ボタン 定型文領域に表示されている定型文を保存します。 

新しく開くボタン 保存しておいた定型文のデータを開きます。 

別名で保存ボタン 定型文領域に表示されている定型文を別ファイルに保存します。 

 

10.6.1 定型文のカテゴリを追加する 

定型文はカテゴリごとにまとめて管理されています。このカテゴリを追加したい場合は、

カテゴリ追加ボタンを押します。新しく追加されたカテゴリは「新規カテゴリ」として定型

文領域の先頭に追加されますので、必要により文面をクリックし修正してください。新しく

追加されたカテゴリには「定型文」が１つ追加されていますので、こちらも合わせて文面を

修正してください。 

画面のスクリーンショットと各パーツの名称 

定型文領域 
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10.6.2 保存済みの定型文を読み込む 

バックアップなど保存済みの定型文を開く場合は、「新しく開く」ボタンをクリックしま

す。それまで定型文領域に表示されていた定型文は破棄されるので、必要により保存してく

ださい。「新しく開く」ボタンをクリックすると、読み込むファイルを指定するダイアログ

が出ますので、読み込む対象となる定型文データを指定して「開く」ボタンをクリックする

と、定型文が読み込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

10.6.3 定型文を別名で保存する 

バックアップなど現在の定型文を別に保存しておきたい場合は、「別名で保存」ボタンを

クリックします。「別名で保存」ボタンをクリックすると、書き込むファイルを指定するダ

イアログが出ますので、書き込む対象となる定型文データを指定して「保存」ボタンをクリ

ックすると、定型文が書き込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

10.6.4 カテゴリ配下の定型文を表示する 

カテゴリに登録されている定型文を表示したい場合は、「展開」ボタンをクリックします。

同様にもう一度、「展開」ボタンをクリックすると定型文の表示が消えます。 
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10.6.5 カテゴリに定型文を追加する 

カテゴリに定型文を追加したい場合は、「追加」ボタンをクリックします。追加された定

型文は「新規定型文」としてカテゴリの先頭に追加されます。なお、「追加」ボタンはカテ

ゴリの定型文が表示されている場合のみ表示されます。 

 

 

 

10.6.6 カテゴリから定型文を削除する 

カテゴリから定型文を削除したい場合は、「削除」ボタンをクリックします。カテゴリに

最低１つの定型文が必要ですので、当該のカテゴリの全ての定型文を削除したい場合は、カ

テゴリ自体を削除してください。 

 

 

 

10.6.7 カテゴリや定型文の順序を入れ替える 

カテゴリや定型文の順序を入れ替えたい場合は、「▲」「▼」ボタンをクリックします。ボ

タンが灰色の場合、その方向には入れ替えができません。 

 

 

 

 

 

10.6.8 カテゴリを削除する 

カテゴリを削除したい場合は、「削除」ボタンをクリックします。ボタンが灰色の場合、

またはカテゴリの定型文を表示している間は削除できませんので、「展開」ボタンをクリッ

クして定型文の表示を消してから、「削除」ボタンをクリックしてください。 
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10.7 設定項目 

介護者用メニュー画面中央から右側には設定項目が表示されます。設定項目が種類ごと

に分けられています。上部にあるタブをクリックすることで、設定項目を切り替えることが

できます。 

 

タブ 概要 

動作全般 eeyesMini の動作全般に関する設定。 

スキャン入力 スキャン入力に関する設定。 

タッチ入力 タッチ入力に関する設定。 

音と発声 eeyesMini 動作全般に関する設定のうち、発話や音に関する設定 

 

この項目は入力切替を除いて設定画面の設定項目と同じであり、同様に設定できます。設

定項目の文字にマウスポインターを置くことでその項目の概要が表示されます。表示内容

は「9 各種設定」をご参照ください。 

なお、入力切替の代わりに入力切替表示の設定項目があり、内容は以下のとおりです。 

 

設定 概要 設定値 初期値 

入力切替表示 

設定画面に入力方式切替を表示するかどう

かの設定。表示する場合は ON。表示しな

い場合は OFF。 

ON/OFF ON 

 

発声する際の声色は、Windows 合成とコエステ―ションでは以下のようになります。こ

こでボタンの下に、現在選択している音声の名称が表示されます。 

Windows 音声合成 コエステ―ション 

  

 

設定項目で操作できるオブジェクトは以下の表のとおりです。 

 

オブジェクト 概要 

 

クリックすることでその項目の設定値を大きくします。 

 

クリックすることでその項目の設定値を小さくします。 
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オブジェクト 概要 

 

クリックすることでその項目の ON と OFF を切り替えます。チェッ

クが入っているときが ON となっています。 

 

クリックすることで設定項目をリセットします。 

 

コエステ―ション・マイボイス未接続時に表示されます。 

クリックすることでコエステ―ション・マイボイスの接続を開始しま

す。 

 

コエステ―ション・マイボイス接続時に表示されます。 

クリックすることでコエステ―ション・マイボイスの接続を終了しま

す。 

 

設定項目の左側には、以下のオブジェクトが表示されることがあります。 

オブジェクト 概要 

 

現在の設定値が初期値とは異なるときに表示されます。 

 

現在の設定値が初期値である、重要な設定項目について表示されま

す。 

 

これらの設定項目に対して変更を加えたとき、または介護者用メニュー左側の機能パネ

ルや戻るボタンを選択したとき、以下の画面が表示されます。 

「設定の変更を保存する」では設定項目の変更を保存してから選択したパネルの機能を

実行します。 

「設定の変更を保存しない」では、保存せずに選択したパネルの機能を実行します。 

「介護者用メニュー画面へ戻る」では、設定の保存とパネルの機能を実行せず、介護者用

メニュー画面へ戻ります。 
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介護者用メニューのみの設定項目 

 設定画面に表示されず、介護者用メニューのみ表示される設定項目は以下のようになり

ます。 

 

・動作全般 

設定 概要 設定値 初期値 

入力切替表示 

設定画面から入力方式を切り替えられるよ

うにするかどうかの設定。表示する場合は

ON。表示しない場合は OFF。 

ON/OFF ON 
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10.7.2 設定値・発声履歴の別名で保存と反映 

(1)別名で保存 

手順 画面 解説 

1 

 

画面下部のテキストボックスに

保存するデータ名を設定しま

す。 

2 

 

テキストボックスの下の「保

存」ボタンを押すことで、各種

設定値と発声履歴を別ファイル

に保存します。 

3 

 

別名で保存する内容は３種類と

なります。 

 

(2)設定の反映 

手順 画面 解説 

1 

 

反映したい設定名称の「反

映」ボタンをクリックしま

す。 
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手順 画面 解説 

2 

 

反映に成功すると、表示され

る設定値が変化します。 

3 

 

この設定値で eeyesMini を動

作させるためには、設定の変

更の保存を行ってください 
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10.8 終了メニュー 

介護者用メニューで「終了メニュー」を選択すると、以下のような終了メニュー画面が

表示されます。ここでパネルをクリックすることで、そのパネル機能を行います。パネル

の機能は以下の表のとおりです。 

 

 

ボタン 説明 

リフレッシュ eeyesMini のみ終了し、再起動します。 

再起動 eeyesMini を終了し、PC を再起動します。 

終了 eeyesMini を終了し、電源を切ります。 

スリープ PC をスリープ状態にします。 

介護者用メニューへ戻る 介護者用メニューへ戻ります。 
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11 学習リモコンの操作機能 

eeyesMini では赤外線学習リモコンを使用することで、家電製品のコントロールができま

す。 

 

11.1 準備 

赤外線学習リモコンを使用する際には、事前に eeyesMini に赤外線学習リモコンを接続

してください。 

 

11.2 赤外線リモコンパネルの設定（介護者向け機能） 

文字盤編集画面では、以下の手順でリモコン操作用のパネルを設定することができます。

パネル１つにつき、１種類のリモコン操作を設定することができます。 

 

① パネルの配置とリモコンの赤外線パターンの学習 

手順 画面 解説 

１ 

 

背景が緑色のスマートスピーカー

発声用パネルを、パレットから文

字盤へ配置します。 

２ 

 

配置したパネルをクリックし、選

択します。 
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手順 画面 解説 

３ 

 

「パネルの説明」でパネル下部に

表示する内容を設定できます。 

４ 

 

「即時発声される内容」でパネル

選択時に発声する内容を設定でき

ます。 

５ 

 

「学習開始」ボタンをクリックし

ます。すでに学習済みのときは、

内容を上書きします。学習が開始

されると、左のように「学習中止」

ボタン以外の操作が無効化されま

す。 

６ 

 

「なんでも IR２」にオレンジ色の

LED が点灯するので、その部分へ

リモコンを向けて、設定したい操

作を行います。 

７ 

 

成功した場合、パネルが更新され、

左上にマークが表示されます。ま

たボタンや入力領域が再び有効に

なり、「発光テスト」と「データ破

棄」ボタンも有効になります。 
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手順 画面 解説 

８ 

 

「保存」ボタンをクリックするこ

とで、学習した赤外線データを設

定ファイルに保存します。 

② 学習後の編集 

赤外線パターンを学習したパネルは、他の文字盤パネルと同じように移動や削除といっ

た編集が可能です。編集を反映させるには、保存ボタンをクリックしてください。また、こ

のパネルを選択した状態で発光テストボタンをクリックすることで、リモコンを発光させ、

学習内容の確認を行うことができます。 

③ リモコンの赤外線パターン学習中断 

赤外線学習中に学習中止ボタンを押すことで、学習を中断します。このとき、赤外線のデ

ータは破棄されます。中断後、学習中止ボタン、発光テストボタン、データ破棄ボタンは無

効化され、それ以外の文字盤編集画面の各部品は学習前の状態に戻ります。 

④ 赤外線データ破棄 

赤外線データ学習済みのパネルを選択し、データ破棄ボタンをクリックすると、赤外線デ

ータを破棄できます。データ破棄後、学習中止ボタン、発光テストボタン、データ破棄ボタ

ンは無効化され、それ以外の文字盤編集画面の各部品は学習前の状態に戻ります。また、文

字盤パネル左上の、赤外線マーカーは表示されなくなります。 

⑤ リモコンの連続入力 

連続して選択したいパネルには、リモコンの連続入力にチェックを入れることで、連続し

て赤外線信号を送出することができます。テレビの音量調整や、チャンネル切り替え、十字

キーなど何度も選択して操作するパネル向けの設定項目です。  
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11.3 赤外線リモコンの操作 

メイン画面もしくは環境制御用画面で、リモコン操作が可能なパネルは、パネル左上にマ

ークがあります。このパネルを選択することで、学習リモコンを発光させることができます。

また、動作時に、あらかじめ設定した内容で発声することも可能です。 

  

メイン画面 環境制御用画面 
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12 録音・再生機能 

12.1 準備 

 録音・再生機能を利用するには、事前に eeyesMini にマイク、スピーカーを取り付け、有

効にして下さい。 

 

12.2 録音とパネルの設定（介護者向け機能） 

① 録音 

文字盤編集画面では、以下の手順でパネルを設定することができます。パネル１つにつき、

１種類の録音データを設定することができます。 

 

パネルの配置と録音 

手順 画面 解説 

１ 

 

 

録音データを設定するパネルを、

パレットから文字盤へ配置しま

す。 

2 

 

配置したパネルをクリックし、選

択します。 

3 

 

「録音」ボタンをクリックします。

すでに「録音」済みのときは、「再

生」と表示され録音できません。

また、録音中は左のように「録音」

ボタンが「停止」ボタンととなり、

それ以外は以外無効化されます。 
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手順 画面 解説 

4 

 

「停止」ボタンを押すか 120 秒経

過すると録音を終了します。録音

が終了すると左の画面のように

「停止」ボタンをが「再生」ボタン

なり、「再生」ボタンが有効となり

ます。また、「削除」ボタンが有効

になり、他の各種部品が録音開始

前の状態になります。 

 

② 再生 

手順 画面 解説 

１ 

 

 

録音データのあるパネルでは「再

生」ボタンが表示されます。「再生」

ボタンをクリックすることで録音

データの再生を行います。 

2 

 

再生中は左の画面のようになり、

「停止」ボタンをクリックするす

ると再生を途中で停止し、終了し

ます。再生が終了すると、手順 1 の

状態になります。 

 

③ 削除 

録音済みのパネルを選択し、「削除」ボタンをクリックすると、録音データを削除できま

す。録音データのみ破棄し、それ以外の文字盤編集画面の各部品はもとの状態に戻ります。 

 

④ 参照 

パネルを選択し、「参照」ボタンをクリックすると、以下のような読み込むファイルを指

定するダイアログが出ますので、読み込む対象となる録音データを指定して「開く」ボタン

をクリックすると、パネルに録音データが設定されます。こうすることで、すでに作成した

録音データをパネルに設定することができます（注）。 
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⑤ 他の設定との重複設定 

録音機能は、即時発声内容や、赤外線リモコンなどと同じパネルに設定することができま

す。 

 

⑥ 変更の反映 

録音機能の繁栄は他のパネルと同様に、「保存」ボタンをクリックすると、反映します。 

 

(注)参照できる音声ファイル WAV のみとなります。 

12.3 文字盤での再生 

 メイン画面もしくは環境制御画面で録音データのあるパネルを選択すると、選択時に録

音内容が再生されます。再生中に録音データのあるパネルを選択すると、再生を中断し、新

しく初めから再生します。 
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13 音声合成 

eeyesMini では、通常の Windows の音声合成のほかにコエステーションによる音声合成、

マイボイスによる音声合成を行うことができます。 

13.1 コエステ―ション連携 

 eeyesMini では通常の Windows の音声合成のほかにコエステ―ションを使って音声合成

を行うことができます。 

 

13.1.1 事前準備 

 コエステ―ションと eeyesMini を連携するには、インターネット接続とコエステ―ショ

ンのアカウントが必要です。 

 

13.1.2 コエステ―ションの接続 

 コエステ―ションを利用するためには、コエステ―ションに接続する必要があります。は

じめてコエステ―ションの連携を行うときの手順で以下に表示します。ここでは Web ブラ

ウザとして Microsoft Edge を使用しています。 

 

手順 画面 解説 

１ 

 

 

介護者用メニューを表示し、コエ

ステ―ション連携の「接続する」

ボタンをクリックします。 

２ 

 

Web ブラウザが起動し、「コエス

テ―ションにログイン」が表示さ

れます。画面に「重度障害者用意

思伝達装置「eeyes」に接続」と表

示されていることを確認します。

ここで、コエステ―ション ID と

パスワードを入力し、「ログイン」

をクリックします。 
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手順 画面 解説 

３ 

 

画面が切り替わり、左のようにな

ります。ここで「接続」をクリック

します。 

４ 

 

画 面 上 方 に 「 こ の サ イ ト は 、

GetAuthCode を開こうとしてい

ます。」というポップアップが表示

されるので「開く」をクリックし

ます。 

５ 

 

認証に成功すると、eeyesMini に画

面が戻り、介護者用メニューが更

新されます。コエステ―ション連

携のボタンが「切断する」になり、

「発声する際の音色」が「コエス

テ―ションのコエ」になっていた

ら接続成功です。 

 

 接続に成功すると、コエステ―ションが利用可能になります。コエステ―ション接続は

eeyesMini を終了しても維持されるので、eeyesMini を再起動したときに接続する必要はあ

りません。 

 また、一度ログインし認証した場合は、「接続する」をクリックすると接続が完了し、手

順５の状態になります。 
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13.1.3 コエステ―ションの利用 

(1)コエステ―ション接続の確認 

 コエステ―ションに接続中か確認する方法は、介護者用メニューを表示することででき

ます。介護者用メニューのタブの設定項目に「コエステ―ションのコエ」が表示されている

場合は、コエステ―ションに接続中です。 

 

(2)声色設定 

コエステ―ションで利用できるコエの種類の設定は、コエステ―ション接続中に、設定画

面の「発声する際の音色」か、介護者用メニューの「コエステ―ションのコエ」で行います。

設定画面ではユーザー自身で設定できます。 

 

(3)発声 

 コエステ―ション接続時は、通常の発声手順で eeyes はコエステ―ションを使って発声し

ます。このとき、発声を選択してから実際に音声がでるまでに時間がかかることがあります。

ただし、一度に４００字を超える量を発声させるときと、インターネット未接続などコエス

テ―ションが使用できないときは、Windows による音声合成を行います。 

 

13.1.4 コエステ―ションの連携の終了 

以下の手順でコエステ―ションの接続を解除し、Windows の音声合成に戻します。 

手順 画面 解説 

１ 

 

 

介護者用メニューを表示し、コエ

ステ―ション連携の「切断する」

ボタンをクリックします。 

２ 

 

介護者用メニューが更新され、コ

エステ―ション連携のボタンが

「接続する」になり、「コエステ―

ションのコエ」が「発声する際の

音色」になれば切断完了です。 
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13.1.5 コエステ―ションの有効期限切れ時の対応 

コエステ―ションを長期間利用していない場合、起動時に以下の画面のようにメッセー

ジが表示されることがあります。このメッセージが表示されたときは、13.1.2 コエステ―

ションの接続を再度行い、コエステ―ションに再ログインしてください。 
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13.2 マイボイス連携 

ここでは、マイボイスの利用方法について説明します。 

13.2.1 事前準備 

マイボイスを利用するには、マイボイスアプリと音声データを連携しておく必要があり

ます。 

手順 画面 解説 

１ 

 

 

アプリ「マイボイスの音素編集」

を起動し、保存フォルダを利用す

る音声データへ変更する。 

２ 

 

保 存 フ ォ ル ダ を 変 更 し た ら 、

「MyVoice 実行用に保存」をクリ

ックする。その後に表示されるダ

イアログも「はい」を選択する。 
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13.2.2 マイボイスと接続 

マイボイスを利用するには、マイボイスに接続する必要があります。 

手順 画面 解説 

１ 

 

 

介護者用メニューを表示し、マイ

ボイス連携の「接続する」ボタン

をクリックします。 

２ 

 

介護者用メニューが更新され、マ

イボイス連携のボタンが「切断す

る」になれば接続完了です。 

 

 

13.2.3 マイボイスの利用 

マイボイス接続時は、通常の発声手順でマイボイス音声を使用できます。このとき、読み

上げる文字数によっては発声まで時間がかかる場合があります。 

 

  



 

- 138 - 

13.2.4 マイボイスの終了 

以下の手順でマイボイスの接続を解除し、Windows の音声合成に戻します。 

手順 画面 解説 

１ 

 

 

介護者用メニューを表示し、マイ

ボイス連携の「切断する」ボタン

をクリックします。 

２ 

 

介護者用メニューが更新され、マ

イボイス連携のボタンが「接続す

る」になれば切断完了です。 
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14 こんなときは 

以 下 に FAQ を 記 載 し ま す 。 こ れ 以 外 の 困 り ご と が 発 生 し た 場 合 は 、

eeyes@orangearch.co.jp までお問い合わせください。 

 

●Q１ 

電源を入れたときや再起動時にスイッチケーブルに差したスイッチが反応しない。 

 

A１ 

以下の手順で対処してください。 

・本体から、USB 変換コネクタをスイッチケーブルと共に引き抜いて差し直す。 

・USB 変換コネクタから、スイッチケーブルだけ引き抜いて差し直す。 

 

●Q２ 

以下の画面が表示され、eeyesMini が自動で終了する。 

 

A２ 

メールにて eeyes@orangearch.co.jp までお問い合わせください。 
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15 付録 1：サンプル文字盤 

eeyes にはサンプルの文字盤があり、以下の手順で文字盤編集画面から選択することで

設定することができます。 

手順 画面 解説 

１ 

 

 

「新しく開く」ボタンをクリック

し、ファイル選択ダイアログを表

示します。 

2 

 

sample フォルダーを選択します。 

3 

 

見たいサンプルのフォルダを開き

ます。 

4 

 

ファイルを選択し、「開く」をクリ

ックします。 
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手順 画面 解説 

5 

 

「保存」をクリックすることで選

択したサンプル文字盤に変更でき

ます。 

 

 

また、各サンプルは以下の通りです。フォルダ毎にファイル名とそのファイルで表示され

る文字盤を示します。 

 

① 通常の文字盤 

・panelArray.dat 

 

・panelArraySmartSpeaker.dat 
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② Gray 

背景が灰色の文字盤です。 

・panelArray.dat 

 

・panelArraySmartSpeaker.dat 

 

 

③ Color 

フォントや背景色の見本です。 

・panelArray.dat 
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④ かな反転 

かなと英数の配置が通常と逆になっています。 

・panelArray_かな反転_org.dat 

 

 

 

 

16 付録 2：マウスモードでの起動 

config フォルダ内に MouseModeStart.txt を追加することで、介護者モードで起動するこ

とが出来ます。 

 

 

 

以上です 
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